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10月１日現在

人 の う ご き
      

　 水道工事当番店

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納管理係
　☎�2111（内線234）

　10月14日～16日、枚聞神社でほぜ祭が催され、16
日は健やかな成長を願う行事として、稚児行列が行
われました。子どもたちはお化粧をし、男の子は烏

え

帽
ぼ し

子、女の子は冠飾りを頭に付けて着飾り、保護者
に手を引かれ街中を練り歩きました。沿道では晴れ
姿を一目見ようと多くの人でにぎわいました。

心 豊かな成長を願って
枚聞神社ほぜ祭で稚児行列

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

指宿地域
10月29日～11月４日	 ㈲丸山水道　 ☎㉓3131
　　　　　　 （夜・休☎090-8911-3357）
　　 ５日～11日	 ㈱福尚　　　 ☎㉒4529
　　 12日～18日	 ㈱丸善産業　 ☎㉕5200
		  　　　（夜・休☎㉕2222）
　　 19日～25日	 ㈲指宿徳永組 ☎㉒4091
		  　　　（夜・休☎㉓2190）
　　 26日～12月２日	 ㈱出口組　　 ☎㉖2105
		  　　　（夜・休☎㉖2165）

山川地域
11月		  ㈱常盤建設　 ☎㉟0872
12月		  ㈱蔵薗組　　 ☎㉟2231

開聞地域
11月		  ㈱丸新建設　 ☎㉜2227
12月		  ㈲中村組　　 ☎㉜2228

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレの
詰まり等は、なじみの工事店にお願いしてくだ
さい。また、宅地内の漏水についてもできるだ
け設置業者へ修理依頼をお願いします。

税の種類 期　　別
市 　 県 　 民 　 税 ３期
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

５期

口 座 振 替 日 11月26日(月)
納付書での納期限 11月30日(金)

総人口　43,666 人　 （−   7）
　男　　19,901 人　 （−   2）
　女　　23,765 人　 （−   5）
世帯数　19,195 戸　 （＋   5）

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康	
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）	

【外科：青色　 内科：緑色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

項目 薬局名 電話番号月日
11月３日
（土）

なのはな薬局
三愛調剤薬局

☎㉔1111
☎㉔4715

11月４日
（日）

指宿薬剤師会薬局
ケーアイ調剤薬局

☎㉒6343
☎㉗1152

11月11日
（日） チェリー調剤薬局 ☎㉔3705

11月18日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

11月23日
（金）

南九州薬局指宿店
わたせ薬局

☎㉓4689
☎㉒4739

11月25日
（日） 指宿市民薬局 ☎㉖4189

12月２日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

項目 医療機関名（診療科） 電話番号月日
11月３日
（土）

【外科】指宿脳神経外科
【内科】指宿さがら病院

☎㉗1177
☎㉒3079

11月４日
（日）

【外科】国立病院機構指宿病院
【内科】こどもの森小児科クリニック

☎㉒2231
☎㉗1010

11月11日
（日）

【外科】生駒外科医院
【内科】肥後病院（※）

☎㉒3059
☎㉒4148

11月18日
（日）

【外科】肥後胃腸科クリニック
【内科】小吉胃腸科クリニック（※）

☎㉟2148
☎㉔2011

11月23日
（金）

【外科】田畑クリニック（※）
【内科】指宿浩然会病院（※）

☎㉔5131
☎㉒3295

11月25日
（日）

【外科】今林整形外科病院
【内科】丸山クリニック（※）

☎㉒2710
☎㉟0101

12月２日
（日）

【外科】国立病院機構指宿病院
【内科】今奈良医院（※）

☎㉒2231
☎㉒3567
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○
「
空
き
缶
」
佐
賀
清
和
高
等
学
校
１
年

（
佐
賀
県
）
／
内
川
達
也
、
伊
東
悠
平

○
「
命
が
あ
る
か
ら
こ
そ
。」和
田
小
学
校

５
年
（
鹿
児
島
市
）
／
猿
渡
諒

○
「
ね
こ
の
命
の
つ
な
が
り
」
徳
光
小
学

校
６
年
／
濵
田
笑
華

○
「
私
た
ち
の
約
束
」
田
布
施
小
学
校
６

年
（
南
さ
つ
ま
市
）
／
茶
薗
佳
歩
、
松

木
美
樹
、
新
川
亜
美
、
池
田
馨
、
岡
本

美
穂
、
才
原
伊
織
、
神
田
翔
太

アジア国際子ども映画祭九州ブロック大会

　

兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
で
本
選
大
会
が
あ

る
「
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭
」（
同
実

行
委
主
催
）
の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
と
し

て
10
月
13
日
、
い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭

が
丹
波
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
あ
な
た
に
と
っ
て
の
命
」
を

テ
ー
マ
に
、
３
分
間
の
映
像
作
品
を
募
集

し
、
県
内
や
福
岡
、
佐
賀
な
ど
か
ら
45
作

品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
す
べ
て
の
作
品
は
、
映
像
作

家
の
古
田
亘
氏
、
女
優
の
佐
藤
友
紀
氏
、

人
形
作
家
の
朝
隈
俊
男
氏
（
本
市
出
身
）

が
事
前
に
審
査
し
、
入
賞
作
品
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

上
映
会
当
日
は
、
制
作
者
や
審
査
員
、

一
般
市
民
ら
約
１
５
０
人
が
作
品
を
鑑
賞
。

本
選
大
会
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
３
作
品

を
含
む
12
作
品
を
上
映
し
、
入
賞
者
を
表

彰
し
ま
し
た
。
ま
た
、
審
査
員
の
３
氏
も

訪
れ
、
作
品
ご
と
に
講
評
を
述
べ
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
は
、
指
宿
小
学
校
３
年
の
山

下
桃
加
さ
ん
ら
５
人
が
制
作
し
た
、「
わ
た

し
の
№
１
」
が
「
い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画

祭
会
長
賞
」
に
入
賞
し
た
ほ
か
、
利
永
小

学
校
５
・
６
年
生
が
制
作
し
た
「
セ
ミ
太

と
の
出
会
い
」
が
指
宿
市
教
育
委
員
会
賞

に
、
４
作
品
が
奨
励
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

本
選
大
会
に
は
日
本
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ

ム
、
タ
イ
な
ど
13
カ
国
の
国
と
地
域
が
参

加
し
ま
す
。
小
・
中
・
高
校
生
や
同
年
代

の
子
ど
も
が
対
象
で
、
国
内
か
ら
は
６
ブ

ロ
ッ
ク
の
予
選
を
通
過
し
た
作
品
が
本
選

大
会
に
進
み
ま
す
。

受賞者と審査員の皆さん

審査委員の３氏

受賞に笑みがこぼれる

入
賞
作
品
【
「
作
品
名
」
学
校
名
等
／
制

　

作
者
名
（
敬
称
略
）】

い
ぶ
す
き
子
ど
も
映
画
祭
会
長
賞

「
わ
た
し
の
№
１
」
指
宿
小
学
校
３
年

／
山
下
桃
加
、
岩
元
優
希
、
嶋
田
舞
菜
、

下
川
床
捺
稀
、
山
本
真
奈
美

指
宿
市
議
会
議
長
賞

「
輝
け
！
私
の
命
」
和
田
中
学
校
１
年

（
鹿
児
島
市
）
／
猿
渡
絵
里

指
宿
市
教
育
委
員
会
賞

「
セ
ミ
太
と
の
出
会
い
」
利
永
小
学
校

５
・
６
年
／
上
野
文
哉
、
東
隆
太
、
南

歩
花
、
坂
口
白
磨
、
東
龍
輝
、
南
莉
琴

審
査
員
特
別
賞

「
前
向
き
」
佐
賀
清
和
高
等
学
校
２
年

（
佐
賀
県
）
／
小
池
真
奈
、
香
田
結
衣
、

兵
動
綾

奨
励
賞
（
８
作
品
）

○
「
生
き
る
楽
し
み
」
西
指
宿
中
学
校
生

徒
会
チ
ー
ム
Ｃ
／
岡
崎
雅
大
、
中
俣
佑

斗
、
久
保
田
岳
大

○
「
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
」
修
猷
館
高
等
学

校
２
年
（
福
岡
県
）
／
中
尾
裕
美
、
豆

田
真
起
子

○
「
ダ
ン
五
郎
の
冒
険
」
西
指
宿
中
学
校

生
徒
会
チ
ー
ム
Ｉ
／
堀
瑞
紀
、
田
之
上

あ
り
さ
、
吉
留
梨
央

○
「
Ｄ
ｅ
ａ
ｒ 

ｍ
ｙ 

ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
」

南
指
宿
中
学
校
２
年
／
福
留
亜
音
、
吉

元
志
穂
、
下
西
ノ
園
紗
季

いぶすき子ども映画祭会長賞
「わたしの№１」

日常生活の中で、いつも口うるさく言う母親や邪
魔ばかりする妹。その存在に嫌気がさし、１人に
なりたいと思っていた少女。そんなある日…

審査員特別賞
「前向き」

絵を描くことが大好きな少女。しかし未来に不安
を抱いているため、彼女の描く絵はいつも後ろ姿
ばかり。今日も後ろ姿の絵を描いていると…

奨励賞
「ダン五郎の冒険」

他の虫からいじめられて村を出て行くダン五郎。自
分は何のために生きているのか、自問自答の旅が
始まる。旅の最中のさまざまな出会いの中で…

奨励賞
「命があるからこそ。」

新５年生になると同時に、転校することになっ
た少年。転校前の楽しかった思い出を胸に新
生活を送っていた矢先に１本の電話が鳴る…

指宿市議会議長賞
「輝け！私の命」

私にとって命とは楽しむこと。悩んだり嫌な気持ち
になったりすることは命がもったいないと思ってい
た。しかし、ある日の出来事をきっかけに…

奨励賞
「生きる楽しみ」

毎日の生活に生きがいを感じることができない
主人公の少年。そんな少年に親友が中学校生
活の思い出づくりにとある誘いを掛ける…

奨励賞
「Dear my friend」

カフェで話しに盛り上がる仲良し２人組。胸に
付けているネックレスに話題が及ぶと楽しかっ
た友達との時間が思い起こされ…

奨励賞
「ねこの命のつながり」

弱った猫を世話する家族。徐々に回復していく
姿を見て、生命力の強さや命のつながりを感じ
ていく。やがて元気になったその猫は…

指宿市教育委員会賞
「セミ太との出会い」

少年たちはセミの幼虫を見つけた。１人の少年
がセミと話ができる魔法の薬を取り出す。少年
たちが幼虫の行動を追ってみると…

奨励賞
「ＩＳＵＴＯＲＹ」

案外複雑なイスの世界。主人公のマル（丸イ
ス）は、人間の尻に敷かれていることに疑問と
憤りを感じていた。そんなある日…

奨励賞
「空き缶」

趣味も特技もなく、自分にはまったく取り柄がな
いと思い込む男の子。自分のことを空き缶のよ
うだとふさぎ込む。そんな彼にクラスメートは…

奨励賞
「私たちの約束」

ある日ひょんなことから、友だちを「無視」する
ゲームを始めてしまう。いつも仲良しだったグル
ープの女の子たちの友情関係は…

いぶすき子ども映画祭
映像で知る子どもたちの想

おも

い

入
賞
作
品・受
賞
者
の
紹
介

今回受賞した12作品は市のホーム
ページで公開しています。
http://www.city.ibusuki.lg.jp
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人
住
民
税
が
節
税
（
支
払
っ
た
保
険
料
の

15
％
〜
30
％
程
度
）
に
な
り
ま
す
。（
表
１
）

　

ま
た
、
保
険
料
を
農
業
者
年
金
基
金
が

運
用
し
て
得
ら
れ
る
収
益
（
運
用
益
）
は

非
課
税
で
す
。
な
お
、
将
来
受
け
取
る
農

業
者
年
金
に
は
公
的
年
金
等
控
除
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

※
65
歳
以
上
の
人
で
、
公
的
年
金
等
の
合

計
額
が
１
２
０
万
円
ま
で
の
場
合
は
、

所
得
金
額
が
０
円
と
な
り
ま
す
。

○
65
歳
か
ら
受
給
を
希
望
す
る
人

　

原
則
と
し
て
65
歳
に
達
し
た
日
（
65
歳

の
誕
生
日
の
前
日
）
が
属
す
る
月
の
翌

月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
60
歳
か
ら
繰
上
受
給
を
希
望
す
る
人

　

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
は
、
支
給
の

繰
上
請
求
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
に
繰
上
請
求
を
し
た
月
の
翌
月
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
農
業
者

老
齢
年
金
裁
定
請
求
書
を
提
出
し
て
、
独

立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
の
審
査
・

確
認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。（
表
２
）

65
歳
到
達
に
よ
る
受
給
の
場
合

　

65
歳
に
達
し
た
と
き
に
受
給
権
が
発
生

し
ま
す
が
、
受
給
権
は
受
給
権
者
か
ら

の
請
求
に
基
づ
い
て
基
金
が
裁
定
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
裁
定
請
求
を

行
わ
な
け
れ
ば
年
金
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
年
金
額
は
65

歳
に
達
し
た
月
で
確
定
す
る
の
で
、
年

数
が
経
過
し
て
か
ら
裁
定
請
求
を
し
て

も
年
金
額
が
変
動
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

繰
上
請
求
を
す
る
場
合

　

繰
上
請
求
年
月
日
の
属
す
る
月
が
受
給

権
発
生
年
月
と
な
り
、
そ
の
翌
月
か
ら

年
金
の
支
給
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
繰
上

請
求
を
す
る
場
合
は
、
65
歳
で
請
求
す

る
よ
り
年
金
を
受
け
取
る
期
間
が
長
く

な
る
た
め
、
１
回
に
受
け
取
れ
る
年
金

額
は
そ
の
分
低
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

請
求
書
の
提
出
時
に
支
給
開
始
年
月
を

自
由
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い
る

人
や
そ
の
人
と
家
族
経
営
協
定
を
結
ん
だ

配
偶
者
・
後
継
者
の
人
な
ど
一
定
の
要
件

を
満
た
す
人
に
は
、
保
険
料
の
国
庫
補
助

（
特
例
付
加
年
金
）
が
あ
り
ま
す
。

　

国
庫
補
助
を
受
け
ら
れ
る
期
間
は
、
通

算
し
て
最
大
20
年
間
で
す
が
、
35
歳
未
満

で
あ
れ
ば
要
件
を
満
た
す
す
べ
て
の
期
間
、

35
歳
以
上
の
場
合
は
10
年
間
が
限
度
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
の
国
庫
補
助
を
受
け
ら
れ
る
人

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
60
歳
ま
で
に
保
険
料
納
付
期
間
が
20
年

以
上
見
込
ま
れ
る

②
農
業
所
得
（
配
偶
者
、
後
継
者
は
支
払

い
を
受
け
た
給
料
等
）
が
９
０
０
万
円

以
下

③
表
３
の
区
分
１
〜
５
の
い
ず
れ
か
の
要

件
に
該
当
す
る

　

国
庫
補
助
分
に
相
当
す
る
年
金
は
、
後

継
者
等
に
経
営
継
承
（
農
地
や
温
室
・
畜

舎
等
施
設
を
処
分
し
て
農
業
経
営
か
ら
引

退
）
し
な
い
と
、
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

※
区
分
３
の
配
偶
者
（
農
地
や
温
室
等
の

施
設
を
有
し
な
い
場
合
）
は
、
家
族
経

営
協
定
を
見
直
し
、
経
営
か
ら
引
退
す

る
こ
と
に
よ
り
特
例
付
加
年
金
を
受
給

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局
振
興
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
２
３
）

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
老
後
生
活

の
安
定
と
福
祉
向
上
を
図
る
年
金
で
す
。

加
入
者
自
ら
が
納
め
た
保
険
料
と
運
用
実

績
に
よ
り
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
決

ま
る
「
積
立
方
式
（
確
定
拠
出
型
）」の
年

金
で
す
。
財
政
的
に
も
少
子
高
齢
化
時
代

に
適
し
た
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
農
地
の
権
利
名
義
を
持
た
な
い

農
業
後
継
者
や
女
性
、
施
設
型
農
業
経
営

の
人
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
場
合
は
、

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
加
入

時
点
で
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

場
合
は
、
農
業
者
年
金
に
加
入
で
き
ま
せ

ん
。

○
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
（
20
歳

以
上
60
歳
未
満
）
で
、
国
民
年
金
保
険

料
の
免
除
等
を
受
け
て
い
な
い
人

○
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る

人

　

保
険
料
は
、
月
額
２
万
円
を
基
本
と
し
、

６
万
７
千
円
ま
で
千
円
単
位
で
選
択
で
き

ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
は
い
つ
で
も
増
額
・

減
額
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
農
業
者
年
金

に
加
入
し
た
場
合
は
、
農
業
者
年
金
の
保

険
料
と
合
わ
せ
て
、
国
民
年
金
の
付
加
保

険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
の
納
付
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

年
金
は
終
身
年
金
で
、
原
則
65
歳
か
ら

生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮
に
加
入
者
（
受

給
者
）
が
80
歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で

も
、
80
歳
ま
で
受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ

た
年
金
額
に
相
当
す
る
金
額
が
、
死
亡
一

時
金
と
し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
途
中
で
脱
退
し
た
場
合
、
脱
退
一
時
金

は
な
く
、
将
来
す
べ
て
年
金
と
し
て
受

け
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
（
１
人
当

た
り
最
高
年
額
80
万
４
千
円
）
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
個

農業者年金のすすめ
しっかり積み立て、がっちりサポート

加
入
要
件

保
険
料

受
給
ま
で
の
手
続
き

特
例
付
加
年
金

税
制
面
で
優
遇

80
歳
ま
で
保
証

一
定
要
件
を
満
た
せ
ば

保
険
料
の
国
庫
補
助
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

農業者年金の支給額（年額）の試算

（表３）保険料の対象者と補助額

（表２）手続きの流れ

（表１）保険料支払いによる節税効果（所得税・個人住民税）の試算

加入年齢 納付期間
運用利回り1.35％の場合
男性 女性

20歳 40年 66.1万円 57.0万円

30歳 30年 46.5万円 40.1万円

40歳 20年 29.1万円 25.1万円

50歳 10年 13.7万円 11.8万円

区
分 必要な要件 国庫補助額

35歳未満 35歳以上
１ 認定農業者で青色申告者 １万円 ６千円
２ 認定就農者で青色申告者 １万円 ６千円

３
区分１または２の人と家族経営協
定を締結し、経営に参画している
配偶者または後継者

１万円 ６千円

４
認定農業者か青色申告者のいずれか
一方を満たす人で、３年以内に両方
を満たすことを約束した人

６千円 ４千円

５
35歳未満の後継者で、35歳まで
（25歳未満の者は10年以内）に
１の人となることを約束した人

６千円 −

課税対象所得 税率
保険料の支払額

月額２万円
（年額24万円）

月額３万円
（年額36万円）

月額6.7万円
（年額80.4万円）

195万円以下 15％ 3万６千円 ５万８千円 12万１千円

195万円超
330万円以下 20％ ４万８千円 ７万２千円 16万１千円

330万円超
695万円以下 30％ ７万２千円 10万８千円 24万１千円

※通常加入（保険料月額２万円）で加入し、65歳までの運用利
回りが１.35％、65歳以降の予定利率が１.35％となった場合
の試算です。

※区分３の補助対象者には、「後継者の配偶者」は含まれません。
※税率＝所得税＋個人住民税。保険料支払い後も保険料支払い前と適用される税率に変更がない

ものとして試算しています。

➡ ➡

➡

「裁定請求書」

提出
（審査・確認） （審査・確認）

（農業委員会を経由して）
年金証書、裁定通知書の送付

送付

送付

年金を
受けようと

する人
最寄りのJA 農業委員会

農業者
年金基金

裁定 内容を審査・確認
して年金を決定　

請
求
す
る
と
き
の
注
意
点

補
助
期
間

加
入
要
件

請
求
す
る
と
き
の
注
意
点

受
給
手
続
き

① ② ③

④
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シリーズ 国保の現状と今後

第４回 健康づくりへの取り組み
私
た
ち
の
国
民
健
康
保
険

み
ん
な
が
輝
い
て
、
健
康
で
、

　
　

明
る
い
人
生
を
過
ご
す
た
め
に

み
ん
な
で
考
え
よ
う

　私たちの国民健康保険（国保）を守るためには、健康寿命を延ばし、より長
く健康であり続けることが大切です。
　市では、昔から湯治湯として親しまれる豊富な温泉資源を活用した温泉入浴
事業等を行うことで、市民の健康づくりに取り組んでいます。
　シリーズ最終回は、市が行っている取り組みとともに、健康づくりのために
何ができるのか考えていきたいと思います。

温
泉
入
浴
助
成
事
業

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
人
ま
た
は
身
体

障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
を
対
象
に
、
健
康

づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
を
作
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
内
温
泉
施
設
の

利
用
料
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
応
援
ク
ー
ポ
ン
事
業

特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）
の
受
診

率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
特
定
健
診
や
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
人
、
検
査
結
果
の

情
報
提
供
※
に
協
力
し
た
人
を
対
象
と
し

て
、
市
内
50
店
舗
の
協
賛
店
で
お
得
な
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
「
健
康
づ
く
り
応

援
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
生
活
習
慣
病
等
に
よ
り
現
在
通
院
中
で
、

血
液
検
査
等
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る

人
は
、
検
査
結
果
の
情
報
を
市
に
提
供

す
る
こ
と
で
、
特
定
健
診
を
受
診
し
た

も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
情
報
提
供
に

は
、
特
定
健
診
の
受
診
券
と
情
報
提
供

票
を
医
療
機
関
に
提
出
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

健
康
推
進
員
の
活
動
促
進
事
業

地
域
の
健
康
づ
く
り
事
業
を
推
進
し
、

特
定
健
診
等
の
受
診
率
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
現
在
、
市
内
で
２
０

６
人
の
健
康
推
進
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
年
度
、
国
保
財
政
の
現
状

や
特
定
健
診
の
内
容
等
に
つ
い
て
の
研
修

会
を
行
い
、
健
康
推
進
員
の
知
識
向
上
と

地
域
で
の
活
動
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

脳
卒
中
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

脳
卒
中
は
、
脳
の
血
管
が
詰
ま
っ
た
り
、

破
れ
た
り
、
動
脈
瘤り
ゅ
うが
破
れ
た
り
す
る
こ

と
で
、
脳
細
胞
に
栄
養
が
届
か
な
く
な
り

細
胞
が
死
ん
で
し
ま
う
病
気
で
す
。

鹿
児
島
県
は
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の

脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
率
が
全
国
で
第
４
位

と
非
常
に
高
く
、
全
国
平
均
の
約
１
・
５

倍
、
全
国
最
下
位
の
沖
縄
県
の
約
２
・
２

倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
、
県
を
中
心
と
し
た

脳
卒
中
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が

り
、
市
で
も
、
本
年
度
か
ら
脳
卒
中
対
策

モ
デ
ル
事
業
で
脳
卒
中
の
発
症
要
因
に
関

す
る
調
査
と
分
析
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
そ
の
結
果
を
活
用
し
、
関
係

団
体
と
連
携
し
て
脳
卒
中
の
発
症
予
防
や

重
症
化
予
防
に
対
す
る
理
解
の
促
進
を
図

り
、
予
防
の
実
践
に
向
け
た
健
康
な
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

よ
り
長
く
健
康
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
健
康
に
気
を
付
け
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
病
気
を
早
期
に
発
見
し
、

治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
で
は
、
温
泉
を
活
用
し
た
健
康
づ
く

り
事
業
で
健
康
な
高
齢
者
を
増
や
す
と
と

も
に
、
健
康
づ
く
り
応
援
ク
ー
ポ
ン
事
業

や
健
康
推
進
員
の
活
動
に
よ
り
特
定
健
診

の
受
診
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
病
気

の
早
期
発
見
と
治
療
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
始
ま
る
脳
卒
中
対
策
モ

デ
ル
事
業
で
は
、
脳
卒
中
や
生
活
習
慣
病

に
対
す
る
啓
発
に
取
り
組
み
、
健
康
づ
く

り
へ
の
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

健
康
を
守
る
た
め
に
、
運
動
や
食
生
活

の
改
善
な
ど
自
分
で
で
き
る
健
康
づ
く
り

に
加
え
、
特
定
健
診
を
毎
年
受
診
し
た
り
、

健
康
づ
く
り
事
業
に
参
加
し
た
り
す
る
こ

と
が
、
国
保
財
政
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　　

国
保
加
入
者
が
減
少
し
、
保
険
税
に
よ

る
収
入
の
増
加
が
見
込
め
な
い
一
方
、
医

療
費
は
年
々
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。
国

保
財
政
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

が
あ
り
な
が
ら
も
、
平
成
22
年
度
で
約
１

億
６
千
万
円
、
平
成
23
年
度
は
約
２
億
４

千
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
の
増
加
で
国
保
が
危
機
に
瀕ひ
ん

し

て
い
る
背
景
に
は
、
医
療
の
高
度
化
と
加

入
者
の
高
齢
化
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
に
な

る
ほ
ど
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
増
加
し
、

新
生
物
（
が
ん
等
）
や
生
活
習
慣
病
が
医

療
費
に
占
め
る
割
合
も
高
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
費
の
増
加
に
加
え
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
や
介
護
保
険
へ
の
支
援

金
の
増
加
も
国
保
の
負
担
を
大
き
く
し
て

お
り
、
国
保
加
入
者
が
健
康
な
ま
ま
年
齢

を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
国
保
財
政
を
守

る
た
め
に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
、
自
分
や

家
族
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
国
保
に
加
入
す
る
人
、
国
保

に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
の
た
め
で
も
あ
り

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
国
保
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
５
）

運
動
浴
・
水
中
歩
行
運
動
教
室

温
泉
入
浴
に
は
、
心
拍
出
量
の
増
加
や

深
部
体
温
の
上
昇
、
血
液
循
環
促
進
に
よ

る
老
廃
物
の
排
出
効
果
な
ど
に
よ
り
、
身

体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
が
温
泉
と
温
泉
プ
ー
ル

を
活
用
し
た
、
肥
満
や
高
血
圧
解
消
の
運

動
を
行
う
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
の
原
因

と
な
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

予
防
し
、
毎
日
笑
顔
で
健
康
な
生
活
を
送

る
こ
と
を
目
指
し
た
運
動
教
室
を
行
っ
て

い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
20
～
74
歳
の
人
を
対

象
に
、
山
川
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
と
レ
ジ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
か
い
も
ん
で
教
室
を
実
施
し

ま
し
た
。

温
泉
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り

受
診
率
向
上
を
目
指
し
て

脳
卒
中
に
対
す
る
取
り
組
み

ま
と
め

お
わ
り
に

対象施設 砂むし会館「砂楽」 山川ヘルシーランド
レジャーセンターかいもん

助成内容 年間24回の無料入浴券
（浴衣・タオル代は自己負担）

１回につき200円
年間48回の助成券

有効期限 発効日から平成25年３月31日まで

申請窓口 砂むし会館「砂楽」 市役所各庁舎の
国保担当窓口

運動浴・水中歩行運動教室

健康推進員研修会の様子

○枚数　１人当たり５枚
○有効期限　平成25年６月30日（日）まで
○受診後、約２カ月後に発送します。

市の温泉入浴助成事業
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問い合わせ先
　環境政策課生活衛生係
　☎�2111（内線244）

問い合わせ先
　農政課食のＰＲ係
　☎㉒2111（内線711）

問い合わせ先
　市民協働課パートナーシップ
　推進係
　☎�2111（内線211）

問い合わせ先
○環境政策課生活衛生係
　☎㉒2111（内線244）
○山川支所市民福祉課
　市民生活係　
　☎㉟1111（内線114）
○開聞庁舎市民福祉課
　市民生活係
　☎㉜3111（内線121）

○市民講座の問い合わせ　中央公民館　☎㉔4569
○伝統料理体験の問い合わせ
　市食生活改善推進員連絡協議会（山脇セツ子）☎㉞2212
○指宿市小牧農産加工組合　☎㉕5990
○そばの館「皆楽来」　☎㉜2728

　散歩をしていると犬のふんが至る所にあり、暗がりでは踏んでし
まうこともあります。指宿は海の見える素晴らしい場所なのに、こ
れでは観光客もがっかりです。ふんの後始末をする看板を何本か立
ててもらえたらうれしいです。

　地区への加入は任意のはずなのに、自治会の会費を払えと何度も言われて迷惑です。市から地区の
館長へ強制しないよう言ってもらえませんか。

　郷土料理教室などがあれば参加したいです。何が郷土料理な
のか分かりません。

　市では、市内で生産される農産物を材料とした、郷土料理教室やお菓子づくりの講座を市民講座で
開講しています。市民講座は、５月から２月までの間に全９回実施されます。今年度は「ヘルシーお
洒
し ゃ れ

落膳料理」や「ふるさとのお菓子づくり」などを開講しています。申し込み月は毎年４月ですが、
定員に満たない講座については、随時募集しています。まだ定員に余裕のある講座もありますので、
参加したい人は問い合わせてください。また、かごしまの  “食” 推進員による伝統料理等の体験も随
時受け付けています。指宿市小牧農産加工組合と開聞そばの館「皆

み ら く る

楽来」では、そば打ちの体験もで
きます。どれも市民の皆さんが気軽に参加できますので、興味のある人は問い合わせてください。市
の広報紙では、地元の食材を使った手軽な料理レシピの紹
介をしていますのでそちらもご覧ください。

　自治会への加入は任意となっていますが、市も自治会と協力して加入促進に取り組んでいます。会
費は、地区の安全灯やごみ収集所の管理などにも使われていますので、自治会の果たす役割や機能に
ご理解いただき、ぜひ加入してください。

　ごみを出す際、袋に氏名を記入して捨てることに疑問を感じて
います。氏名の記入は任意でも良いのではないですか。また、ご
み捨て場に地区住民の名札を掛けていますが、個人の了承を得て
いるのですか。そのことにも疑問に感じています。

　転入してきた人が、その地区の自治会に加入するかしないかは、
その人の自由ですが、市でも自治会加入をぜひ勧めてほしいです。
自治会から声を掛けても、なかなか加入してもらえません。

　犬のふんについては、これまでも広報紙等で
マナー喚起を行っています。多くの人はふんの
処理をしていますが、依然としてマナーを守ら
ない人がいます。看板については、環境政策課
で配布していますので相談してください。なお、
山川、開聞各支所の市民福祉課でも看板の配布
を行っています。

　ごみを出す際の氏名記入については、自分のごみに自覚と責任
を持ってもらい、ごみの排出抑制と分別について、責任を明確に
しようとするものです。一人ひとりが適切に分別すれば問題はあ
りませんが、名前の記入がないごみ袋は、ルールが守られていな
いものが多い傾向にあります。また、ごみステーションでの名札
の掲示については、ごみステーションを設置・管理している各地
区の判断によるものです。今後もごみの減量化、資源化について、
皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　市では、行政情報の伝達、ごみの収集や地域内の安全確保など、
自治会の皆さんのご協力を多くいただいています。また、最近の
災害等を契機に自治会の果たす防災上の機能にも期待が集まって
いることもあり、自治会への加入促進に取り組んでいます。これ
までも、転入してきた人に対して自治会への加入をお願いしてい
ましたが、今年の３月からは、加入促進のコーナーを設けるなど
して、自治会が果たしている役割をご説明し、自治会活動への理
解と加入をお願いしているところです。

健
　 け　ん

幸
　 こ　う のまちを目指して3

　市では、SWC（スマート・ウエルネス・シティ）構想策定の資料として、
市民の皆さん５千人を対象に、「指宿市のまちづくりアンケート」を実施しま
した。このアンケートで、市に対する自由意見欄を設けたところ、多くの市
民から貴重な意見等が寄せられました。その中から一部を抜粋し、市の回答
とあわせて紹介します。

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

健幸のまちを目指して ３
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問い合わせ先
　長寿介護課高齢者福祉係
　☎�2111（内線251）

問い合わせ先
　いぶすき産業まつり実行委員会
　☎�2473

問い合わせ先
　長寿介護課高齢者支援係
　☎�2111（内線256）

　市の産業まつりを開催する際、駅前通りを１～２日間歩行者天国にして、農産物以外に木市等も含
めたイベントにしてはどうでしょうか。そして、市外のお客様を呼び込み、指宿をＰＲすればいいの
ではないでしょうか。

　介護保険料をこれ以上増やさないような取り組みを考えてほしいです。要支援・要介護が増えない
ためにはどうしたら良いか、地域包括支援センターが軸となり、成功している自治体のまねをするこ
とから始めてほしいです。もっと先を見据えて、介議予防に力を入れ、食事指導を兼ねた料理教室や
健康体操教室などを開催するなどして、まち全体で健康になるべきだと思います。

　高齢化とともに、医療費や介護に係る経費が年々増加している
ことから、介護予防への取り組みはますます重要になっています。
地域包括支援センターでは、高齢者の皆さんが住み慣れた地域で
少しでも長く暮らせるよう、個人に合ったケアプランの作成と介
護予備軍に対しての運動器の機能向上や栄養改善指導、そして、
口
こうくう

腔機能の向上指導などの介護支援や介護予防事業に取り組んで
いるところです。また、本年度は引きこもり等を解消するため、
地元公民館を利用したミニふれあいデイの中で、交通安全教室、
健康・運動教室、口腔ケア教室等を実施しています。今後も、先
進事例などを学びながら、さまざまな取り組みを推進していきた
いと考えていますので、ご理解とご協力をお願いします。

Q

Q
問い合わせ先
　地域福祉課障害福祉係
　☎�2111（内線274）

　発達障害について、行政でももう少し考えてください。また、
市民の皆さんに発達障害についての正しい知識を知ってもらう機
会があればと思います。

　発達障害については、保護者でないと分からない悩みを持って
いたり、周りにはなかなか理解してもらえないことが多かったり
と、大変ご苦労されていることと思います。尋ねたいことや相談
したいことがある場合は、お気軽にご連絡ください。また、障
害のある人が地域社会の中で一緒に生活できる社会になるよう、
今後も広報紙やふれ愛フェスタ等で発達障害について周知し、市
民の皆さんに少しずつでも理解していただけるよう、広報活動を
行っていきたいと考えています。

Q

A

A

問い合わせ先
　指宿保健センター
　☎�2111（内線283）

　平日に検診に行けません。市からの検診を土・日にも開催して
もらいたいです。

　各地域で実施している各種検診は、平日に受診することが難しい人のために、地区ごとに必ず１回
は、土・日に検診を行っています。また、子宮がん検診については、夜間検診も行っています。今後
も、市民の皆さんに気軽に受診していただけるよう、工夫していきたいと考えています。検診の内容
や日程等については、問い合わせてください。

Q

A

　色々なイベントが開催されても、車がないので行けません。
今はシルバーカー（買い物などに使う手押し車）なしでは歩け
ません。どの公共交通機関なら、シルバーカーと一緒に乗るこ
とができますか。もし乗れるものがあれば、広報紙で紹介して
ください。

　ＪＲやイッシーバスは、車いす、シルバーカーでの利用が可
能です。スロープ等がない場所や乗降が１人でできない場合は、
乗務員へ気軽に声を掛けてください。また、イッシーバス以外
の路線バスについても、介助が必要な場合は乗務員がお手伝い
します。しかし、ノンステップバス（出入口の段差をなくして、
乗降が簡単にできる低床バス）でない場合、折りたためない車
いすやシルバーカーは通路の確保ができない場合があるため、
運行の安全上、やむを得ず乗車をお断りすることがあります。

Q

A

問い合わせ先
　農政課営農振興係
　☎�2111（内線713）

　農産物のブランド力を強化してほしいです。規格基準が地区に
よって違うようです。

　市は、県の農産物認証制度を利用して、ソラマメ、実エンド
ウなどのブランド化に取り組んでいます。今後も各作物の生産
組織や県、ＪＡなどと協力しながら、生産量の確保や高品質化、
出荷基準の徹底などを行い、ブランド化を推進したいと考えて
います。また、規格基準についてですが、何の規格基準である
のか不明であるため、回答が正確でないかもしれませんが、「か
ごしまブランド」の規格基準については、県全体で統一されて
います。また、集荷業者での規格の違いについては、集荷業者
ごとの取り引き先が必要とする規格を定めているため、違いが
あるものと思われます。

Q

A

　産業まつりは、各関係機関で構成する実行委員会
が主体となって開催されています。ご意見をいただ
いた市外からのお客様の呼び込みや、木市などによ
る内容の充実なども含め、まつりの在り方について、
実行委員会の中で検討していきたいと思います。

A

健幸のまちを目指して ３
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　外灯・街灯整備をお願いしたいです。Q
　外灯・街灯には、各自治会が設置・維持管理を行っている安
全灯、市街地の通り会などが設置・維持管理を行っている街路
灯、市が直接設置・維持管理を行っている防犯灯の３種類があ
ります。そして外灯・街灯の約７割は各自治会で設置・維持管
理をしている安全灯です。外灯・街灯の種類によって管轄が異
なるため、担当課ごとに回答します。なお、どこが管理してい
るのかわからない外灯・街灯についての問い合わせは、危機管
理室安全安心対策係か市民協働課パートナーシップ推進係に相
談してください。

A

問い合わせ先
☎㉒2111
○土木課土木公園管理係（内線351）
○都市整備課都市整備係（内線362）

問い合わせ先
☎㉒2111

【安全灯について】
　市民協働課パートナーシップ
　推進係（内線211）

【街路灯について】
　商工水産課商工運輸係
　（内線312）

【防犯灯について】
　危機管理室安全安心対策係
　（内線151）

【安全灯】
　地域内の安全灯は、主に自治会
が設置しています。市では、自治
会が負担した設置費用と電気代に
対して一定の補助を行っています。
自治会が設置する安全灯に関して
は、地域の自治会（区、公民館、
集落）に相談してください。

【街路灯】

　市街地に設置している街路灯は、
商工業の皆さんで作る通り会が、
商店街の振興と活性化を図る目的
で設置・維持管理しています。商
店などの屋号が表記されている外
灯でお気付きの点がありましたら
連絡してください。

【防犯灯】
　防犯灯は、市の防犯灯設置基準
に基づいて、学校や地域からの要
望の中、緊急性のあるものから順
次整備しています。今後も地域か
らの要望等に応えられるよう、年
次的に設置していく予定です。

　道路整備に関して不満を抱いています。人気のない所ばかり道路整備が進み、無駄な税金が使われ
ているように思います。今は、災害対策を優先することが急務ではないでしょうか。例えば、市役所
横の道路や海側の道路を整備するくらいなら、二反田川沿いの道路整備が優先されるべきだと思いま
す。また、二反田川は草が生い茂りあまりに汚いです。川沿いには温泉もあり、今のままでは観光客
に利用してもらうには恥ずかしいと思います。豪雨時に床上・床下浸水が起こったこともあると聞き
ます。市だけでできない工事は、県や国、ＪＲなどにも働きかけることも市の仕事ではないでしょうか。

Q

Q

　市道等の道路整備については、舗装や側
溝、歩道など、改良整備が必要な個所が多
くあることは認識しています。各地区から
毎年多くの道路整備に関する要望がありま
すが、市内全域の均衡ある発展を念頭に置
きながら、個々の要望個所について、道路
の状態を調査し、緊急性、利用度、地域特
性等を総合的に判断しながら、整備を進め
ているところです。今後も市民の皆さんの
要望にできる限り答えられるよう努めてい
きますので、ご了承いただきたいと思いま
す。また、二反田川については、異常気象
による大雨等により浸水被害が発生してい
る状況があります。当河川は県管理の二級
河川であることから、抜本的対策を行って
もらうよう要望しているところです。今後
もご指摘のあった意見を踏まえ、国や県な
ど関係機関と連携を図りながら、その対策
について検討していきたいと考えています。

A

　山川・開聞地域では既に防災行政無線が設置されていま
すが、戸別設置ではないことから、放送が聞こえづらい地
域があることは認識しています。なお、市では、26年度に
開聞地域を、27年度に山川地域を現在のアナログ方式から
デジタル方式の無線へ整備していく予定です。
　また、指宿地域については、24年度から25年度にかけて
防災行政無線を整備することにしており、既に指宿地域の
各地区の公民館長に対しては説明を行っています。24年度
は今和泉・池田校区、25年度はそれ以外の地域を整備しま
す。放送が聞こえづらい地域については、デジタル方式の
無線整備と併せ、個別受信機での対応を検討したいと考え
ています。

　防災無線が戸別に設置されておらず、家の中では無線が
聞こえないため、災害があっても気付きません。Q

A

問い合わせ先
　危機管理室危機管理係
　☎�2111（内線152）

問い合わせ先
　都市整備課都市整備係
　☎�2111（内線362）

　市では、平成24年度から25年度にかけて
都市計画マスタープランという構想を策定
中です。この構想は、指宿市全域を対象に、
土地利用、道路、公園、緑地、景観等の在
り方を定めるものです。この構想を策定す
る中で、今後市民の皆さんと対話する機会
を設ける予定です。公園や歩道等の整備に
ついては、皆さんからの意見や要望等を踏
まえ、それらが反映されるようにまちづく
りを進めていきたいと考えています。

A

健幸のまちを目指して ３

　指宿には子どもが遊べる公園が少ないの
で作ってほしいです。また、自宅周辺の道
路や歩道が狭いため、安心して外出できま
せん。子どもや障害者、高齢者にやさしい
まちづくりを進めてほしいです。

12広報いぶすき　11月号2012.11　No.83ⅠBUSUKⅠ13



　

今
年
の
敬
老
の
日
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
厚
生
労
働
省
は
１
０
０

歳
以
上
の
高
齢
者
数
が
全
国
で
５

万
人
を
初
め
て
超
え
た
と
い
う
報

告
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

本
市
に
限
ら
ず
全
国
的
に
高
齢

社
会
が
進
行
し
て
お
り
、
最
近
で

は
高
齢
化
が
進
行
す
る
と
と
も
に

認
知
症
に
関
す
る
問
題
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
85
歳
以
上

の
４
人
に
１
人
は
認
知
症
に
な
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
期
に
な
る
と
記
憶
力
・
判

断
力
が
低
下
し
て
く
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
認
知
症
に
な
る

と
、
道
を
間
違
え
た
り
、
自
分
が

ど
こ
に
い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な

っ
た
り
し
て
、
家
に
帰
れ
な
く
な

る
人
や
警
察
に
保
護
さ
れ
る
と
い

っ
た
例
が
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
が
行
方

不
明
に
な
る
背
景
に
は
、
家
族
が

認
知
症
に
気
付
い
て
い
な
い
例
や
、

気
付
い
て
い
て
も
隠
し
た
り
し
て

助
け
を
求
め
な
か
っ
た
り
、
対
応

が
困
難
で
家
族
が
疲
れ
て
い
た
り

と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
地
域

で
支
え
、
安
心
し
て
生
活
が
で
き

る
よ
う
、「
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
と
「
認
知
症
高
齢
者
見
守

り
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
整
備
し
、
そ

の
登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
症
状
の
１
つ
に
「
徘

徊
」
が
あ
り
ま
す
。
徘
徊
は
何
か

目
的
を
持
っ
て
出
掛
け
た
つ
も
り

が
、
途
中
で
目
的
を
忘
れ
て
し
ま

い
、
ど
こ
に
い
る
の
か
さ
え
分
か

ら
ず
さ
ま
よ
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

状
態
を
い
い
ま
す
。
徘
徊
が
長
時

間
に
わ
た
る
と
、
事
故
や
脱
水
症

状
な
ど
命
の
危
険
性
が
高
ま
る
た

め
、
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

　

徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

登
録
し
て
い
る
事
業
所
や
個
人
に

対
し
、
徘
徊
者
の
服
装
や
特
徴
等

の
情
報
を
メ
ー
ル
で
送
信
し
、
受

信
し
た
登
録
者
は
、
周
囲
に
そ
の

情
報
に
合
っ
た
人
が
い
な
い
か
、

気
に
掛
け
て
も
ら
い
ま
す
。
行
方

不
明
者
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、

１
人
で
も
多
く
の
「
目
」
が
、
早

期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
見
守
り
サ
ポ
ー

タ
ー
は
、
市
民
や
事
業
所
に
登
録

し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日

常
生
活
や
仕
事
の
中
で
、
高
齢
者

に
対
す
る
さ
り
げ
な
い
見
守
り
や

声
掛
け
を
行
っ
て
も
ら
う
も
の
で

す
。
こ
う
し
た
中
で
、
何
か
気
掛

か
り
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
連
絡
を
受
け
た
同

セ
ン
タ
ー
で
は
直
ち
に
、
高
齢
者

に
対
す
る
情
報
収
集
を
行
う
と
と

も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
問
題
解
決
に
向
け
た
対

応
を
行
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
場
合
は
、
早
期
に
対

応
す
る
こ
と
で
、
そ
の
進
行
を
遅

ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
高
齢
者
の
身
近
に
い

る
地
域
住
民
か
ら
の
情
報
が
重
要

に
な
り
ま
す
。

　

個
人
情
報
を
扱
う
関
係
上
、
事

前
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
各

支
所
市
民
福
祉
課
福
祉
係
に
設
置

し
て
あ
る
「
登
録
承
諾
書
」
に
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

　

な
お
、
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
、
行
方
不
明
者
の
情
報
を

メ
ー
ル
送
信
す
る
た
め
、
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
活
動
も
登
録
者
に
活

動
を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
日
常
の
生
活
や
仕
事
の
中

で
、
気
に
掛
け
て
い
た
だ
く
程
度

で
構
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
、
で
き
る
範
囲
で
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

長
寿
介
護
課
高
齢
者
支
援
係

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
５
２
）

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　

  

地
域
づ
く
り
の
た
め
に

徘は
い
か
い徊

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

認
知
症
高
齢
者
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー

　地域包括支援センターで
は、法テラス指宿法律事務
所の弁護士を講師に、近年
増えている訪問販売の被害
や振り込め詐欺など、高齢
者が巻き込まれている事例
を参考にした講演会を開催
します。だれでも自由に参
加できます。詳細は、広報
いぶすき10月号お知らせ版
をご覧ください。
■日時　11月22日（木）
　　　　14：00～
■場所　開聞総合体育館

見守りネットワーク
講演会のお知らせ

徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

登　
　
　

録

活　
　
　

動

認
知
症
高
齢
者　
　
　
　
　

　
　
　

見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー

現地

指宿脳神経
外科

指宿警察署

ふれあい
プラザ
なのはな館指宿市役所

平屋建てのみの区画

２階建住宅が可能な区画

107

104

108

103

109

102 101

済
済

済

済

済

204
203

207

202
208

201公園 緑地

指宿脳神経
外科

指宿脳神経
外科

いわもと耳鼻咽喉科
クリニック

いわもと耳鼻咽喉科
クリニック

306 304 303 301305

105

至なのはな館フリー区画

至市役所方面

北
町
通
線

フリー区画を設定しています
　市土地開発公社では、指定業者（市内９社）による建
築条件付で分譲している「いぶすき菜の花団地」内に、
フリー区画を４区画（区画１０４～１０７）設定してい
ます。
※区画１０６については、売却済み
　この区画は、建築条件を緩和し、土地購入者が自由に
建設業者を選定できます。
　詳しくは、問い合わせてください。

菜の花団地５つのポイント
①安心・安全な土地造成工事を施工済み
②市の温泉管を敷地内に引き込み済み
③市の水道管・下水道管を敷地内に引き込み済み
④下水道受益者負担金を納入済み
⑤近隣には、スーパーや家電量販店、ホームセンターを
はじめ、万一のときの医療機関など、生活に便利な施
設が充実

フリー区画のポイント
①土地購入者が自由に建設業者を選定できます
　（ハウスメーカーで建築可能）
②将来の住宅購入に備えて、土地だけ購入可能

問い合わせ先
　市土地開発公社
　（財政課財産契約係内）
　☎㉒2111（内線149）

宅地分譲 建設業者を自由に選定できる
フリー区画を設定
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亥
の
子
の
も
ち
つ
き

　

亥
の
子
は
、
旧
暦
10
月
の
亥
の

日
（
10
日
ご
ろ
）
に
、
も
ち
を
つ

い
て
神
に
供
え
る
習
わ
し
で
す
。

　

主
に
西
日
本
で
見
ら
れ
る
年
中

行
事
で
、
内
容
と
し
て
は
、
亥
の

子
も
ち
を
作
っ
て
食
べ
、
万
病
除

去
・
子
孫
繁
栄
を
祈
り
、
子
ど
も

た
ち
が
地
区
の
家
の
前
で
地
面
を

突
い
て
回
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。

　

古
代
中
国
で
は
、
旧
暦
10
月
亥

の
日
亥
の
刻
（
午
後
10
時
ご
ろ
）

に
、
穀
類
を
混
ぜ
込
ん
だ
も
ち
を

食
べ
る
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
が
日
本
の
宮
中
行
事
に
取
り
入

れ
ら
れ
、
次
第
に
貴
族
や
武
士
に

も
広
が
り
、
や
が
て
民
間
の
行
事

と
し
て
も
定
着
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
農
村
で
は
ち
ょ
う
ど
刈

り
入
れ
が
終
わ
る
時
期
で
、
収
穫

を
祝
う
意
味
も
あ
り
ま
し
た
。

　

春
の
亥
の
日
、
田
ん
ぼ
に
舞
い

降
り
た
「
亥
の
子
の
神
」
は
、
10

月
の
亥
の
日
に
仕
事
を
終
え
て
出

雲
に
帰
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

「
亥
の
子
の
神
」
は
、
旅
立
つ

前
に
、
結
婚
の
相
手
を
決
め
て
く

れ
る
神
様
と
も
伝
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
独
身
の
男
女
が
い
る
家
で

は
、
早
朝
か
ら
も
ち
を
つ
き
「
亥

の
子
の
神
」
が
そ
の
音
を
聞
き
つ

け
、
訪
れ
て
く
れ
る
よ
う
に
お
供

え
を
し
た
そ
う
で
す
。

　

出
雲
へ
の
旅
立
ち
を
急
ぐ
「
亥

の
子
の
神
」
は
、
も
ち
の
つ
き
が

遅
い
家
で
は
い
い
か
げ
ん
な
相
手

と
縁
を
結
ん
で
し
ま
う
そ
う
で
す
。

亥
の
日
の
も
ち
は
な
る
べ
く
早
く
、

一
番
鶏
が
鳴
く
と
と
も
に
つ
く
も

の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

石
突
き

　

亥
の
日
に
行
わ
れ
る
石
突
き
は
、

子
ど
も
た
ち
が
何
本
も
の
縄
を
付

け
た
大
き
な
丸
い
石
で
地
面
を
突

い
て
家
々
を
回
る
行
事
で
す
。
も

ち
を
つ
い
て
い
な
い
家
が
あ
れ
ば
、

「
早
く
も
ち
を
つ
き
な
さ
い
」
と

い
う
合
図
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

指
宿
地
域
の
中
小
路
地
区
で
は

「
チ
ョ
イ
サ
、
チ
ョ
イ
サ
、
今
夜

亥
の
も
ち
、
つ
か
ん
と
は
誰
か
、

鬼
か
蛇
か
、
角
の
生
え
た
も
ん
も

ん
」
と
唄
い
な
が
ら
突
い
て
回
り

ま
す
。

　

ま
た
、
福
元
地
区
で
は
こ
の
行

事
を
「
サ
イ
ヨ
」
ま
た
は
「
サ
ヨ

突
ッ
」
と
呼
び
、「
サ
イ
ヨ
ー
、
サ

イ
ヨ
ー
、
今
夜
の
亥
の
日
に
は
も

ち
ゃ
つ
っ
が
な
ら
ん
ど　

シ
ト
メ

ガ
ネ
ー
、
シ
ト
メ
ガ
ネ
ー
（
白
米

が
な
い
）」と
唱
え
な
が
ら
、
山
川

石
で
地
面
を
突
き
ま
す
。

　

地
面
を
突
く
の
は
、
収
穫
の
終

わ
っ
た
土
地
の
神
様
に
、
豊
作
と

農
作
業
の
際
の
事
故
防
止
を
祈
願

す
る
地
鎮
め
の
儀
礼
に
由
来
す
る

も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
の
実
り
に
感
謝
し
な
が
ら
、

み
ん
な
で
食
べ
る
お
も
ち
の
味
は

格
別
で
す
。

亥い

の
子
の
神
に
捧
げ
る

　
　
　
　

も
ち
と
石
突
き

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
78

報
恩

謝
徳

　

紅
葉
（
も
み
じ
）
狩
り
た
け
な

わ
の
こ
ろ
、
錦
織
り
な
す
山
野
の

秋
は
ふ
る
さ
と
の
原
風
景
を
留
め

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

折
し
も
野
山
の
秋
色
は
深
ま
り
、

人
々
の
心
を
い
ざ
な
う
錦
織
り
な

す
こ
ろ
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
金

本
知と

も
あ
き憲

選
手
が
今
季
限
り
で
バ
ッ

ト
を
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

東
北
の
地
で
野
球
人
生
の
「
土

台
」
を
築
き
、
プ
ロ
入
り
後
、
体

を
鋼は

が
ねの

よ
う
に
鍛
え
上
げ
て
数
々

の
記
録
を
残
せ
た
の
は
、
56
歳
で

急
逝
し
た
東
北
福
祉
大
学
の
故
伊

藤
監
督
が
い
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ

ま
す
。
金
本
さ
ん
は
、
仙
台
で
試

合
が
あ
る
時
は
必
ず
監
督
の
墓
を

訪
れ
、
墓
前
に
活
躍
を
誓
っ
た
そ

う
で
す
。

　

記
録
ず
く
め
の
中
で
も
、
最
高

の
勲
章
は
、
１
４
９
２
試
合
連
続

フ
ル
イ
ニ
ン
グ
出
場
の
世
界
記
録

と
１
０
０
２
打
席
連
続
無
併
殺
打

と
い
う
日
本
記
録
で
し
ょ
う
。

　

実
感
の
こ
も
る
「
44
歳
。
限
界

か
な
」
の
言
葉
に
多
く
の
人
が
熱

い
拍
手
を
送
っ
た
の
は
当
然
の
こ

と
と
思
い

ま
す
。

　

野
球
人

生
を
全
力

疾
走
し
て

き
た
愛
称

「
ア
ニ
キ
」

に
、
尊
敬
と
親
し
み
を
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
年
の
も
み
ぢ
葉

は
鮮
や
か
な
色
付
き
が
期
待
で
き

そ
う
で
す
。

　

し
か
し
自
然
界
は
実
に
つ
れ
な

く
、
も
み
ぢ
葉
も
時
が
来
た
れ
ば

き
っ
ぱ
り
枝
に
お
別
れ
し
ま
す
。

も
み
ぢ
葉
は　

散
り
す
ぐ
る
と
も

谷
川
に　

影
だ
に
残
せ　

秋
の
形

見
に
（
良
寛
）

　

散
る
と
し
て
も
、
せ
め
て
谷
川

に
映
る
姿
を
残
し
て
欲
し
い
と
思

う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　

甲
子
園
球
場
の
電
光
掲
示
板
に

映
し
出
さ
れ
た
「
金
本
。
背
番
号

６
」
に
贈
ら
れ
る
歓
声
と
応
援
風

景
、
散
り
ゆ
く
も
み
ぢ
葉
の
残
像

が
秋
を
深
く
し
て
い
ま
す
。

指
宿
市
長　

豊
留 

悦
男 色付くもみぢ葉

中小路の石突き

形
見
と
て  

何
残
す
ら
む  

春
は
花

　  

夏
ほ
と
と
ぎ
す  

秋
は
紅
葉
（
良
寛
）

　

こ
れ
か
ら
ま
ち
づ
く
り
活
動
に

取
り
組
も
う
と
す
る
団
体
が
実
施

す
る
事
業
に
対
し
、
そ
の
足
掛
か

り
と
し
て
補
助
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
複
数
年
（
３
年
以
内
）

継
続
し
て
補
助
を
受
け
る
場
合
は
、

表
の
と
お
り
補
助
率
が
変
わ
り
ま

す
。

　

団
体
等
が
こ
れ
ま
で
の
活
動
を

発
展
さ
せ
る
た
め
に
新
た
に
実
施

す
る
事
業
に
対
し
、
事
業
費
に
応

じ
て
補
助
し
ま
す
。

応
募
受
付
期
間

　

11
月
12
日（
月
）～
12
月
21
日（
金
） 

対
象
事
業

　

市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
新
た
な
事

業
で
あ
れ
ば
、
分
野
や
テ
ー
マ
は

問
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
国
や
県

な
ど
、
他
の
補
助
を
受
け
て
い
な

い
事
業
と
し
ま
す
。

応
募
資
格

　

活
動
拠
点
が
市
内
に
あ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
の
市
民
活
動
団
体
、
区
や
集
落

な
ど
の
自
治
組
織
等

補
助
内
容

　

補
助
金
は
、
実
施
し
よ
う
と
す

る
事
業
の
補
助
割
合
内
容
等
に
よ

っ
て
「
は
じ
め
の
一
歩
型
」
と
「
共

生
協
働
型
」
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

申
請
の
際
に
事
業
費
に
応
じ
た
型

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
関
係
書
類
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、「
指
宿
市
提
案
公
募
型
補

助
事
業
募
集
要
項
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

要
項
お
よ
び
申
請
書
は
、
市
民

協
働
課
お
よ
び
各
支
所
地
域
振
興

課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

　

次
の
日
程
で
事
業
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
採
択
事
業
の
事
例
発

表
や
補
助
事
業
の
概
要
、
応
募
方

法
の
説
明
、
質
疑
応
答
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
事
業
に
取
り
組
も
う

と
す
る
団
体
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の

団
体
が
ど
の
よ
う
に
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
聞
い
て
み
た
い

と
い
う
団
体
も
、
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
15
日（
木
）19
時
～

■
場
所　

市
役
所
指
宿
庁
舎
３
階

大
会
議
室
Ａ

■
事
例
発
表
（
団
体
）

○
今
和
泉
地
域
に
お
け
る
「
い
ぶ

た
ま
」
歓
迎
事
業

　

今
和
泉
い
ぶ
た
ま
歓
迎
隊

○
本
de
食
育
２
０
１
１

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

本
と
人
と
を
つ

な
ぐ
「
そ
ら
ま
め
の
会
」

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

提
案
公
募
型

補
助
事
業
を
募
集

～
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
問
題
解
決
に
～

　
市
で
は
、
共
生
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図

る
た
め
、
市
民
活
動
団
体
や
自
治
組
織
が
行
う
ま
ち
づ

く
り
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
事
業
に
対
し
て
、

そ
の
事
業
費
の
一
部
を
補
助
す
る
平
成
25
年
度
提
案
公

募
型
補
助
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

本de食育2011の活動

小牧地区いきいき生活推進事業の活動

は
じ
め
の
一
歩
型
補
助
金

共
生
協
働
型
補
助
金

事
業
説
明
会
の
開
催

区　　分 補助率 補助限度額

はじめの 
一 歩 型 
補 助 金

１年目 100/100以内
 20万円２年目  80/100以内

３年目  70/100以内

共生協働 
型補助金

Ⅰ型（事業費834,999円　
　　　　　　　　 以下）  70/100以内  50万円

Ⅱ型（事業費835,000円
　　　 ～1,601,999円）  60/100以内  80万円

Ⅲ型（事業費1,602,000円
　　　　　　　　　 以上）  50/100以内 100万円

平
成
25
年
度 
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旬の魚で

ブリの　　　
ゴマみそ焼き

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
声
と
旅
行
商
品

　

最
近
の
旅
行
は
、
個
人
旅
行
の

増
加
に
伴
っ
て
、「
ど
こ
に
行
く
か
」

で
は
な
く
「
何
を
す
る
か
」
と
い

う
目
的
が
重
視
さ
れ
、
そ
の
要
望

も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
目
的
や
要
望
に
応
え

る
旅
行
商
品
を
開
発
す
る
た
め
に

有
効
な
手
段
が
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

で
す
。

　

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
と
は
、
今
か

ら
売
り
出
そ
う
と
す
る
旅
行
商
品

を
低
価
格
で
試
験
的
に
提
供
し
、

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基

に
商
品
化
に
向
け
た
精
査
を
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
新
し
い
旅

行
商
品
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
ほ
か
、
商

品
に
対
す
る
参
加
者
の
率
直
な
意

見
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
屋
久
島
町
、
南
薩
地

域
、
大
隅
地
域
と
連
携
し
、
よ
り

充
実
し
た
商
品
を
開
発
す
る
た
め

の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
特
に
注
目
し

て
い
る
の
が
参
加
者
を
女
性
に
限

定
し
た
「
女
子
旅
」
で
す
。

　

こ
の
「
女
子
旅
」
で
は
、
パ
ワ

ー
ス
ポ
ッ
ト
や
美
容
な
ど
旅
行
の

目
的
や
お
得
感
を
重
視
し
た
企
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
は
観
光

客
の
半
数
以
上
を
占
め
、
旅
行
先

で
の
消
費
単
価
が
男
性
よ
り
高
い

と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
こ
と
か
ら

も
、
女
性
に
喜
ば
れ
る
企
画
は
旅

行
商
品
と
し
て
期
待
で
き
る
と
言

え
ま
す
。

　

女
子
旅
の
他
に
も
、
鉄
道
、
歴

史
、
グ
ル
メ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
で
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
参
加
者
の
声

が
何
よ
り
の
財
産
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
声

を
生
か
し
な
が
ら
、
旅
行
者
の
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
旅
行
商
品
を
企
画

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

観
光
課
観
光
企
画
室
観
光
企
画

係☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
６
）

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て 

⑱

観
光
シ
リ
ー
ズ

【作り方】
　①　ブリは酒、塩を振り、グリルで両面を軽く焼く。
　②　ニンジン、サヤエンドウは、千切りにする。
　③　Ａをよく混ぜ合わせ、②を加え混ぜる。
　④　①に③を乗せて、焦げない程度の弱火でこんがり焼く。

　※魚は、タイやサワラ、アジなどお好みの魚を使ってできます。

問い合わせ先　農政課食のＰＲ係　☎㉒2111（内線711）

モニターも一緒に朝フラ

今月のレシピ紹介者
食生活改善推進員

山脇セツ子さん

い ま が 旬 レ シ ピ

【11月～２月】
　天然の良港、山川港
でもブリの養殖が盛ん
です。成長によって名
前の変わる「出世魚」
としても有名。

ブリ

今月の食材

【材料】６人分

ブリ（切り身）　６切
ニンジン　　　小１本　
サヤエンドウ　　12枚　
酒　　　　　小さじ２
塩　　　　　　　少々
Ａ
みそ　　　　大さじ３
酒　　　大さじ２ 2/3
みりん　大さじ２ 2/3
白すりごま　大さじ３

（１人分）エネルギー 280kcal
　　　　　塩分相当量 1.2g

まちの話題

　９月13日、山川海洋センターで第67回さつま鰹節
産地入札即売会が開かれました。今年はかつお節に
適したカツオが不漁で、出品は昨年の６割の82ｔに
とどまりましたが、かつお本節の平均のセリ値はキ
ロ当たり1,826円と、昨年を200円以上上回りまし
た。入札即売会は、年間の相場の目安になるとあっ
て仲買人51業者が参加し、生産者が丹精込めて製造
したかつお節は次々にセリ落とされていきました。

目 利き鋭く、良品見抜く
鰹
かつお

節入札即売会が開催

次々とセリ落とされるかつお節

　９月16日、宮ヶ浜緑の少年団ら15人が、上原達也
さん（大牟礼西）の養蚕場で体験学習を行いました。
団員らは、上原さんから蚕の生体や繭から絹糸がで
きるまでの説明を受け、実際に触ったり、餌

え さ

のクワ
の葉を与えたりしました。また、繭細工作り体験も
行われ、かわいい人形などを作りました。５年生の
瀬下蒼空さんは、「蚕はさらさらして不思議な感触だ
った。とても貴重な体験でした」と話しました。

蚕 の生体に興味津々
養蚕場で体験学習

蚕の柔らかな感触にビックリ

発声練習する児童と司書教諭

　９月12日、指宿小で市の学校図書館事務職員研修
が行われました。講師に南日本放送アナウンサーの
上野知子さんを招き、司書教諭22人が３年生の児童
らと、正しい発声方法について学びました。上野さ
んは呼吸や姿勢の大切さなどを助言し、「本を読む時
は、その人の気持ちになって、繰り返し音読するこ
とが大切です。また、いろんなものを見たり聞いた
りして、音感を豊かにしてほしい」と話しました。

人 の心に響く声を
ＭＢＣアナウンサーが出前授業

チーズポテトをほおばる開聞小の子どもたち

　９月13日、山川・開聞地域の小・中学校で、倶知
安町から届いたジャガイモが給食で出されました。
旧山川町と倶知安町が姉妹都市だった縁で、平成11
年から「イモ交流給食」が始まり、今年で14回目で
す。お互いにイモを送り合い「イモ交流の日」とし
て給食で提供しています。この日の献立はジャガイ
モの「チーズポテト」やミネストローネなど。子ど
もたちは、ホクホクのジャガイモ料理に笑顔でした。

本 場のジャガイモに舌鼓
倶知安町と「いも交流給食」

Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

｛

18広報いぶすき　11月号2012.11　No.83ⅠBUSUKⅠ19



下吉義巳さん（前列中央）

　９月26日、山川高校園芸工学・農業経済科55人の
生徒が育てたバイオサツマイモ苗の引き渡し式が行
われました。地域農業に貢献する喜びを生徒に実感
してもらおうと取り組んでおり、今年で20年目にな
ります。芳本渉太さん（迫中）は、「自分たちが丁寧
に育てた苗を使い、農家の人に大きなサツマイモを
作ってほしい」と話しました。同校は、年内までに
約２万５千本の苗を農家などに供給する予定です。

地 域に貢献して20年
バイオサツマイモ苗の引き渡し式

まちの話題

　今柳田幸江さん（高野原）が９月19日に、また、下吉義巳さん（丈六）が９月20日に満100歳を迎えました。
市と市社会福祉協議会は２人にそれぞれ祝い金と記念品を贈り、長寿を祝いました。
　今柳田さんは現在、自宅で元気に過ごしています。長寿の秘けつを尋ねると、「健康に関することに関心があ
り、頑張り屋な性格で、毎日を無駄にしないよう心掛けてきたことでしょうか」（今柳田さんの親族）と話して
くれました｡
　下吉さんは現在、自宅で元気に過ごしています。長寿の秘けつを尋ねると、「何事にも前向きでくよくよせず、
一生懸命体を動かしてきたこと、妻が作る食事をしっかり食べ、早寝早起きを励行してきたことでしょうか」
（下吉さんの親族）と話してくれました｡いつまでも元気で長生きしてください。

い つまでも長生きで
100 歳長寿を祝う

今柳田幸江さん（前列左３人目）

　９月29日、東京都品川区で「第24回関東かいもん
会総会」が開催されました。同郷の絆

きずな

をより一層深
める機会にと、指宿市開聞出身者やゆかりのある人
など、約60人が集い、本市からも豊留市長と森議長
が参加しました。会場は「南国情話」などの合唱や
マジックショー、指宿の特産品が当たる抽選会など
で大いに盛り上がり、遠く離れたふるさとへの想い
や近況報告に花が咲きました。

故 郷の歌に想
お も

いを込めて
関東かいもん会総会が開催

会長の田中武之さん（鎮守出身）があいさつ

Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　10月６日、東京都港区で関東指宿会の「第38回ふ
るさとの集い」が開催され約200人が集いました。
始めに会長の岩松章泰さん（湊上出身）が、「今日の
出会いを大切にし、元気をもらって帰ってほしい」
とあいさつ。出席した豊留市長と今林商工会議所会
頭は、市の近況と篤姫銅像の完成を報告しました。
懇親会では、関東指宿連の踊りが披露され、故郷の
思い出話に花を添えました。

　10月８日、指宿総合体育館で第20回防犯綱引き小
学生大会が開かれました。市内の12校から計24チー
ム、約450人が参加しました。競技では、選手たち
が顔を上に向け、歯を食いしばって必死に綱を引き
合いました。20人制の部で優勝し見事大会３連覇を
成し遂げた、開聞チームの永吉清志さん（入野）は、
「プレッシャーもあったけど、みんなが協力して心
を一つに頑張りました」と話してくれました。

ふ るさとの思い出話に笑顔

開 聞チームが３連覇

関東指宿会が開催

防犯綱引き小学生大会が開催

篤姫像建立への協力にお礼を述べる今林会頭

保護者や先生たちも大声援

満開に咲く日が待ち遠しい

　10月３日、ＪＲ西大山駅近くの畑で、菜の花植栽
セレモニーが行われました。いぶすき広域観光推進
協議会の関係者のほか、慈光保育園児や徳光老人ク
ラブの会員ら約50人が参加。10ａの畑に約３万本の
種をまきました。慈光保育園の林飛鳥ちゃん（西）
は、「お花が咲くのが楽しみです」と話してくれまし
た。市では引き続き市内全域で約800万本の植栽を
行ない、菜の花で早春の南薩路を彩ります。

菜 の花でまちをいっぱいに
菜の花植栽セレモニーが開催

イモ煮を受け取る観光客

　10月７日、道の駅いぶすき「彩花菜館」で、開業
８周年を記念したイベントが行われ、イモ煮や漬物
などが振る舞われました。同館に特産品を出荷して
いる出荷者協議会（迫田等会長）が主催。イモ煮は
約400杯準備され、訪れた観光客らは郷土の味を楽
しみました。迫田会長は、「道の駅を利用する観光客
らに喜んでもらうため企画した。地元の特産品を知
って、リピーターになってほしい」と話しました。

地 元の特産品をＰＲ
彩
さ か な

花菜館で８周年イベント

元気に育った苗を手渡す生徒たち
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11月

2012

2012

情 報 掲 示 板

　10月10日、（有）畠久保牧場（上久保操代表取締役）
が、菜の花マラソンコース沿いの畑約40ａに堆肥散
布車を使い、約10ｔの堆肥を散布しました。きれい
な菜の花を見てほしいと、同牧場が無償で提供しま
した。上久保さんは、「自社で完全発酵した無臭の堆
肥。この池田湖畔は開聞岳も望める絶景のポイント。
ランナーがきれいな菜の花を見て、気持ちよく指宿
路を走ってほしい」と話しました。

　10月７日、北指宿中でいぶすき秋祭りが行われ、
多くの住民らが参加しました。地域の活性化や親子
交流などを目的に行われ、今年で７回目になります。
舞台では吹奏楽やダンス、郷土芸能などが披露され
ました。また会場内には、各地区が焼き鳥や豚汁な
どを出店し、祭りを盛り上げました。実行委員長の
山本敏勝さん（大園原）は、「地域が一体となって運
営している。今後も続けていきたい」と話しました。

満 開の菜の花に期待

地 域でつくる秋祭り

池田湖畔に無償散布

いぶすき秋祭りが開催

まちの話題

　10月12日、開聞岳で山岳救助訓練があり、市や消
防、警察などの関係機関約50人が参加しました。訓
練は登山道に複数の負傷者が発生し、防災ヘリコプ
ターによる救出を想定。救助ポイントでは実際に負
傷者の吊り上げ救助が行われました。また今回は初
めてドクターヘリを要請した連携訓練も行われ、関
係者は緊迫した中、到着したフライトD

ド ク タ ー

r .に救助者
の情報を素早く伝えるなどの手順を確認しました。

　10月９日、市民体育祭に先立ち、市社会体育功労
者等表彰式が市役所指宿庁舎で行われました。市の
社会体育に尽力し、功績のあった人や社会体育振興
のために活動している団体、優秀な成績を収めた選
手や団体に対し、その努力をたたえ表彰するもので
す。今年も体育功労者３人と陸上競技や居合道など
各分野で活躍されたスポーツ活動優秀選手31人、ス
ポーツ活動優秀団体の１団体が表彰されました。

防 災ヘリとドクターヘリ連携

ス ポーツを通じて社会貢献

開聞岳で山岳救助訓練

社会体育功労者等を表彰

ドクターヘリに搬送される救助者

表彰された受賞者の皆さん

畑の隅々まで堆
た い

肥が撒
ま

かれる

中学生の演技に見入る観客たち

23
30

24
31

　

市
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
で
は
、

地
域
で
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
な

ど
を
も
つ
保
護
者
の
情
報
交
換
の

場
と
し
て
、
子
育
て
サ
ロ
ン
「
ス

マ
イ
ル
ひ
ろ
ば
」
を
毎
月
第
３
木

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

親
子
で
、
ま
た
は
保
護
者
だ
け

で
も
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
期
日

　

11
月
15
日（
木
）

　

12
月
20
日（
木
）

　

平
成
25
年

　

１
月
17
日（
木
）

　

２
月
21
日（
木
）

　

３
月
21
日（
木
）

■
時
間　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
講
堂

■
参
加
料　

無
料

■
内
容　

子
育
て
相
談
、
読
み
聞

か
せ
、
体
操
な
ど

※
事
前
の
申
し
込
み
は
、
不
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
（
時

　

遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

　

☎
㉓
５
１
０
０

■
期
日　

11
月
18
日（
日
）

※
雨
天
決
行

■
集
合　

９
時
ま
で
に
Ｊ
Ａ
い
ぶ

す
き
本
所
駐
車
場

■
終
了　

13
時
（
予
定
）

■
距
離　

約
８
㎞

■
参
加
料　

１
︐０
０
０
円

※
昼
食
代
等
含
む

■
申
込
締
切
日　

11
月
15
日（
木
）

17
時
ま
で

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

☎
㉒
３
２
５
２

山
川
い
い
と
こ
！

地
熱
＆
た
ま
て
箱

散
策
ウ
オ
ー
ク

ス
マ
イ
ル
ひ
ろ
ば

こだわりのセレクトマルシェがOPEN
いぶすきマルシェ
グルメ
エリア

農産物・物産
エリア

雑貨･フリマ
エリア

パフォーマンス
エリア

2012 ・11. 10 11【土】 【日】
SAT SUN

太平次公園開催場所
10：00 〜 16：00開催時間

問い合わせ先：いぶすきマルシェ実行委員会事務局
　　　　　　　☎㉒5828　　ibsk.maru@gmail.com

もっと充実、もっと楽しく
第４回いぶすきマルシェ、開催！
「マルシェ」とは、フランス語で「市場」

の意味です。新鮮な食材を得られる場所で

あるほか、ライブを見たり、カフェでひと

休みしたりなど、ゆっくりした時間が過ご

せる楽しい空間と催しでいっぱいです。

お誘い合わせの上、どうぞご来場ください。

小雨決行、荒天中止

催
し
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星
空
観
察
会
④

木
星
と
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
星
雲
を
見

て
み
よ
う
！

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

で
は
、
模
様
が
美
し
い
木
星
や
、

私
た
ち
の
銀
河
に
最
も
近
い
ア
ン

ド
ロ
メ
ダ
星
雲
を
大
型
の
天
体
望

遠
鏡
で
観
察
し
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
28
日（
水
）の
夜
に

見
ら
れ
る
半
影
月
食
の
楽
し
み
方

を
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
画
像
を

見
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。
肉
眼
で

は
観
察
で
き
な
い
天
体
の
観
察
を
、

家
族
で
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

11
月
24
日（
土
）19
時
30

分
～
21
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
駐
車
場

■
内
容　

秋
の
星
座
や
ア
ン
ド
ロ

メ
ダ
星
雲
の
観
察
、
半
影
月
食

観
察
の
紹
介

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
参
加
料　

１
人
１
０
０
円
（
保

険
料
と
資
料
代
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

　

鹿
児
島
県
議
会
（
以
下
、
県
議

会
）
は
、
中
央
公
民
館
で
、
県
議

会
と
南
薩
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
意

見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

県
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
議

会
の
役
割
や
活
動
内
容
等
を
説
明

し
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
参
加
議
員
が
直
接
、
皆

さ
ん
か
ら
地
域
の
諸
課
題
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
聞
き
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
25
日（
日
）13
時
～

15
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
参
加
料　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
、
不
要
で
す
。

■
テ
ー
マ　

「
あ
な
た
の
考
え
る

南
薩
地
域
の
振
興
策
」
ほ
か
県

政
一
般

■
参
加
議
員　

正
・
副
議
長
、
地

元
選
出
議
員
ほ
か
県
議
会
議
員

問
い
合
わ
せ
先

県
議
会
事
務
局
総
務
課

☎
０
９
９-

２
８
６-

５
０
１
３

鹿
児
島
県
議
会

意
見
交
換
会

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ

10：00～10：20　オープニングセレモニー
10：20～11：10　式典・表彰
11：10～11：20　ハートに届けるメッセージ
11：20～11：30　ふれあい宣言
12：30～14：15　各種団体による舞台披露

○薬と健康（薬相談など）
○輝けヤングハート＆ヘルス
○脳卒中を予防しよう！
○かむかむチェック
○ひと声！おらび大会　など

○環境保全啓発コーナー
（ＬＯＶＥいぶすき製造体験など）
○マイバッグペイント（先着50人）
○どんぐりこま回し大会
○廃食油回収コーナー　など

○ふれあいフレンド文化祭in指宿
○各種団体福祉バザー
○ふれあいちょボラコーナー
○つくってわくわくランド
○おもちゃ病院　など

問い合わせ先
　いぶすきふれ愛フェスタ実行委員会事務局
　（地域福祉課児童母子福祉係内）
　☎㉒2111（内線272）

【日時】11月11日（日）
　　　　10：00〜15：00
【場所】開聞総合体育館

ステージ（サブアリーナ）

11:30 ～ 15:00 11:30 ～ 15:00

11:30 ～ 15:00

健康エリア

環境エリア

福祉エリア

第11回

いぶすき
〜人、そして地球への思いやり〜

ふれ愛フェスタ

プ
ロ
が
教
え
る
掃
除
の
ワ
ザ

■
日
時　

11
月
17
日（
土
）10
時
～

12
時

■
講
師　

湯
脇
小
百
合
氏
（
ダ
ス

キ
ン
・
カ
ク
イ
ッ
ク
ス
・
ク
リ

ー
ン
ケ
ア
・
メ
リ
ー
メ
イ
ド
）

■
内
容　

プ
ロ
が
掃
除
の
コ
ツ
を

教
え
ま
す
。

■
日
時　

12
月
８
日（
土
）13
時
30

分
～
15
時
30
分

■
講
師　

矢
野
圭
夏
氏
（
整
理
収

納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
１
級
・
鹿
児

島
ウ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
研
究
会
代

表
）

■
内
容　

片
付
け
ら
れ
な
い
理
由

を
探
り
、
マ
イ
ル
ー
ル
を
つ
く

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

申
込
方
法　

各
講
座
と
も
１
週
間

前
ま
で
に
、
受
講
を
希
望
す
る

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
（
参
加

者
全
員
）、電
話
番
号
を
、
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１（
内
線
２
１
２
）

FAX
㉔
４
３
４
２

　

shim
in-shim

in@
city.

　
　
　
　
　
　

 ibusuki.lg.jp

幸
せ
時
間
の
つ
く
り
方

　

年
末
の
大
掃
除
、
み
ん
な
で
や

っ
た
ら
き
っ
と
楽
し
い
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
や
日
ご
ろ

の
心
掛
け
で
、
私
に
も
あ
な
た
に

も
、
心
地
良
い
快
適
空
間
が
完
成

し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
定
員　

各
講
座
40
人

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
講
堂

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
小
・
中
学
生
は
、
大
人
と
一
緒

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料　

無
料

■
託
児　

あ
り
（
就
学
前
ま
で
）

※
事
前
に
、
利
用
希
望
を
知
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画

市
民
講
座

　平成25年市成人式を次の日程で開催します。
　家族をはじめ、市民の皆さんも来場し、新成人の門
出の日を一緒に祝うことができます。
　対象者には11月中旬に案内状を送付しますが、案内
状が届かなかった人は社会教育課へ問い合わせてくだ
さい。なお、案内状がなくても入場できます。
■日時　平成25年１月４日（金）
　　　　○受付13：00～　○式典13：30～
■場所　市民会館大ホール
■対象　
○平成４年４月２日から平成５年４月１日までに生ま

れた人で、市内に住所を有する人
○上記の時期に出生し、かつて市内に住所を有し、市

内の学校などに通ったことがある人
問い合わせ先
　社会教育課社会教育係（時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ内）
　☎㉓5100

市成人式 体力テスト&講習会
　自分に適した運動を行うためには、自分の体力を知
ることが大切です。運動能力を測定してみませんか。
　また同日、コアコンディショニング講習会を開催し
ます。身体のゆがみを本来のあるべき状態に戻し、正
しい姿勢の心地よさを実感してみませんか。
■期日　11月25日（日）
■場所　指宿総合体育館
■参加料　無料
体力テスト
■時間　10：00～17：00（受付は、16：00まで）
　※テストの所要時間は、１時間程度です。
■内容　６種目（握力や上体起こしなど)　
■対象　６歳以上
■準備するもの　動きやすい服装と体育館シューズ
コアコンディショニング講習会
■時間　11：00～12：00、14：00～15：00（２回実施）
■内容　体幹トレーニング

申込締切日　11月16日（金）
　※講習会は、各回定員30人になり次第締め切ります。
申込方法　いずれも、電話で申し込んでください。
※詳しい内容の資料は、いぶすきスポーツクラブ事務
　局および指宿総合体育館に設置してあります。
申し込み・問い合わせ先
　いぶすきスポーツクラブ　☎㉔5366

募
集

平成
25年

マ
イ
ル
ー
ル
で

家
族
み
ん
な
の
す
っ
き
り
整
理
術
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11
月
11
日（
日
）か
ら
17
日（
土
）

ま
で
は
、「
税
の
役
割
と
税
務
署
の

仕
事
」
を
テ
ー
マ
に
「
税
を
考
え

る
週
間
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

税
金
は
、
私
た
ち
が
豊
か
で
安

心
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
国

や
地
方
団
体
が
活
動
す
る
た
め
の

財
源
で
す
。

　

「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国

民
の
皆
さ
ん
に
税
の
仕
組
み
や
使

い
道
、
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
適
正
・
公
平
な
課
税
と

徴
収
に
向
け
た
税
務
署
の
取
り
組

み
の
紹
介
等
を
行
う
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
期
間
中
、「
税
に
関

す
る
作
品
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

税
に
関
す
る
作
品
展

■
期
間　

11
月
９
日（
金
）～
19
日

　
（
月
）

■
時
間　

９
時
30
分
～
20
時

■
内
容　

作
文
・
習
字
・
硬
筆

■
場
所　

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
指
宿

店
１
階
催
事
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ
先

指
宿
税
務
署
総
務
課

☎
㉒
２
５
４
８
（
音
声
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
従
い
「
２
」
を
押
し
て

く
だ
さ
い
。）

　

12
月
は
、
給
与
等
に
か
か
わ
る

源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
の
月
で

す
。
毎
月
の
給
与
な
ど
か
ら
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
１
年
間
の

合
計
額
と
、
そ
の
年
の
給
与
総
額

に
対
す
る
年
税
額
と
は
一
致
し
な

い
の
が
普
通
で
す
。

　

源
泉
徴
収
税
額
の
過
不
足
分
を

精
算
す
る
手
続
き
が
「
年
末
調
整
」

で
す
。

　

指
宿
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整

の
手
続
方
法
や
税
法
の
改
正
点
の

説
明
、
用
紙
の
配
布
等
を
行
う
た

め
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

事
業
主
や
事
務
担
当
者
は
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
15
日（
木
）14
時
～

15
時
45
分

■
場
所　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

指
宿
税
務
署
調
査
部
門

☎
㉒
２
５
４
８
（
音
声
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
従
い
「
２
」
を
押
し
て

く
だ
さ
い
）。

　　

エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
会
議
は
、
環

境
保
全
に
関
す
る
行
政
と
の
情
報

交
換
会
の
開
催
や
、
地
域
の
身
近

な
環
境
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
り
、
研
修
会
へ
参
加
し
て
知
識

を
深
め
た
り
す
る
な
ど
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
す

る
団
体
で
す
。

　

平
成
17
年
２
月
に
発
足
し
、
現

在
10
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
運

動
の
推
進
を
主
と
し
、
チ
ラ
シ
や

の
ぼ
り
旗
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ソ
ン

グ
な
ど
の
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
関
連

グ
ッ
ズ
の
作
成
・
配
布
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

環
境
問
題
に
つ
い
て
学
び
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
手
で
環
境
に

や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
会
議
事
務

局☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
３
）

エ
コ
ラ
イ
フ

推
進
会
議
会
員

　

危ない!!

税
を
考
え
る
週
間

年
末
調
整
説
明
会

お
知
ら
せ

卓上コンロのガス缶・
　スプレー缶の収集事故

　適正に処理されていないガス缶やスプレー缶等により、
ごみ収集車両や、ごみ処理施設で火災が発生しています。
ごみとして出す場合は、次の３点に注意してください。
チェックポイント
①中身を確認する

缶を振って、中の音を聞いてください。ガスが残って
いる場合、「シャカシャカ」と音がします。

②ガスを使い切る
ガスが残っていると、爆発・火災の原因となります。
必ず使い切ってから、燃えないごみの日に出してくだ
さい。

③穴を開ける
穴を開けていると、中身が入っていないことの確認に
なります。気をつけて、風通しのよい場所で穴を開け
てください。

対象となる品物
○カセットボンベ等のガス缶
○殺虫剤・塗料・潤滑油・整髪料等のスプレー缶
※回収作業員の安全のため、ガス缶などを捨てるときは、

今一度、確認してください。皆さんのご協力をお願いし
ます。

問い合わせ先
　環境政策課生活衛生係
　☎㉒2111（内線245）

卓上コンロなどの使用が、
増える時期となりました。

　

市
で
は
、
市
内
地
図
等
を
表
示

し
た
案
内
板
を
市
役
所
指
宿
庁
舎

内
に
設
置
し
ま
す
。
こ
の
案
内
板

に
掲
載
す
る
有
料
広
告
を
募
集
し

ま
す
。

　

な
お
、
広
告
の
募
集
や
案
内
板

の
設
置
は
、
市
が
協
定
を
締
結
し

た
事
業
者
が
行
い
ま
す
。
広
告
の

募
集
に
つ
い
て
は
、
表
示
灯
株
式

会
社
福
岡
支
社
の
社
員
が
、
11
月

１
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
所

に
ご
相
談
に
伺
い
ま
す
。

　

広
告
の
掲
載
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
事
業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
協
定
事
業
者

　

表
示
灯
株
式
会
社　

福
岡
支
社

■
広
告
募
集
期
間

　

11
月
１
日（
木
）～
11
月
30
日（
金
）

■
設
置
時
期

　

平
成
25
年
２
月
ご
ろ

■
設
置
場
所

　

市
役
所
指
宿
庁
舎
内

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

表
示
灯
株
式
会
社　

福
岡
支
社

　

☎
０
９
２ｰ

７
６
１ｰ

２
６
１
１

市
内
案
内
板
へ
の

広
告
掲
載

魅
力
あ
る
指
宿
を
発
見

「
指
宿
の
珍
百
景
」
を
募
集

　
Ｊジ

ョ

イ
ｏ
ｙ
ｌリ

ン

ク

ｉ
ｎ
ｋ
で
は
、
ひ
と

足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
味
わ

っ
て
も
ら
お
う
と
、
パ
ン
や
リ
ー

フ
を
使
っ
た
リ
ー
ス
作
り
体
験
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
、
手
作

り
の
リ
ー
ス
で
い
つ
も
と
違
っ
た

聖
夜
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

11
月
18
日（
日
）９
時
～

12
時

■
集
合　

８
時
50
分
ま
で
に
Ｊ
Ｒ

指
宿
駅
前
広
場

■
内
容　

パ
ン
や
リ
ー
フ
で
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

■
対
象
者　

誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
の
人

も
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
内
容　

「
わ
た
し
が
知
っ

て
い
る
『
指
宿
の
珍
百
景
』
情

報
」

参
考
例

○
毎
年
、
同
じ
時
期
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
カ
ニ
の
行
列
風
景

○
ニ
ワ
ト
リ
の
鳴
き
声
が
得
意
な

お
ば
あ
さ
ん

○
何
に
使
っ
て
い
た
の
か
分
か
ら

な
い
古
い
道
具　

な
ど

■
応
募
締
切
日　

11
月
30
日（
金
）

■
発
表
・
表
彰　

審
査
の
結
果
、

「
指
宿
の
珍
百
景
」
に
認
定
さ

れ
た
も
の
は
、
12
月
に
開
催
予

定
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
、

発
表
・
表
彰
し
ま
す
。

■
そ
の
他　

後
日
、
珍
百
景
を
巡

る
ツ
ア
ー
の
開
催
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

−

０
４
０
６

指
宿
市
湯
の
浜
５
丁
目
19

−

25

い
ぶ
す
き
ジ
オ
パ
ー
ク
研
究
会

事
務
局
（
い
ぶ
す
き
元
湯
温
泉

内
）

☎
㉖
４
８
４
８

FAX
０
５
０ｰ

３
４
４
１ｰ

０
６
４
２

■
定
員　

15
人
（
先
着
）

■
参
加
料　

１
人
に
つ
き
２
︐０
０

　

０
円
（
材
料
代
込
み
）

■
携
行
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

11
月
14
日（
水
）

■
そ
の
他　

詳
細
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
申
し
込
み
受
付
後
、
直

接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
Ｊ
ｏ
ｙ
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
事
務
局

　

☎
０
９
０ｰ

６
７
７
７ｰ

４
６
４
１

　

指
宿
は
、
火
山
活
動
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
地
質
学
的
な
地
域
資

源
を
は
じ
め
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人

々
や
産
業
、
文
化
な
ど
、
多
く
の

魅
力
的
な
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

い
ぶ
す
き
ジ
オ
パ
ー
ク
研
究
会

で
は
、
そ
れ
ら
の
資
源
を
守
り
育

て
、
み
ん
な
で
楽
し
く
学
び
な
が

ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い

く
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
１
つ
と
し
て
、

あ
な
た
が
知
っ
て
い
る
、
と
っ
て

お
き
の
風
景
、
も
の
、
ひ
と
、
産

業
な
ど
「
指
宿
の
珍
百
景
」
を
募

集
し
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
、「
指
宿
の
珍
百
景
」

と
し
て
認
定
さ
れ
た
情
報
は
、
市

の
提
案
公
募
型
補
助
事
業
「
い
ぶ

す
き
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
で
作
成
す

る
マ
ッ
プ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
中
で
紹
介

し
ま
す
。

■
応
募
方
法　

情
報
の
内
容
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
は
が

き
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

パン・リーフ
de

リース作り体験
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片
野
田
地
区
自
主
防
災
会
は
、

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
以
下
、

助
成
事
業
）
に
よ
り
、
消
防
ホ
ー

ス
等
の
格
納
箱
の
設
置
（
２
カ
所
）

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
事
業
は
、
地
域
住
民

が
自
主
的
に
結
成
し
た
組
織
が
、

地
域
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
災

害
の
被
害
防
止
活
動
お
よ
び
軽
減

活
動
を
行
う
に
あ
た
っ
て
直
接
資

す
る
も
の
で
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
消
防
ホ
ー
ス
等
の
格
納

箱
設
置
に
よ
り
、
火
災
発
生
時
の

初
期
消
火
や
防
災
訓
練
な
ど
の
防

災
活
動
を
効
果
的
に
行
う
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
住
民

の
防
火
啓
発
に
役
立
て
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
室
危
機
管
理
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
５
１
）

「
気
づ
く
の
は　

あ
な
た
と
地
域

の　

心
の
目
」

　

児
童
虐
待
が
、
全
国
的
に
大
き

な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
を
死
に
至
ら
し
め
た
り
、
重
い

障
害
を
与
え
た
り
、
心
に
大
き
な

傷
を
残
し
た
り
す
る
な
ど
、
悲
惨

な
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
は
毎

年
11
月
を
「
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
」
と
定
め
、
こ
れ
を
踏
ま
え

て
全
国
で
、
児
童
虐
待
防
止
の
た

め
の
広
報
・
啓
発
活
動
な
ど
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

虐
待
は
、
早
期
発
見
が
重
要
で

す
。
気
に
な
る
こ
と
が
身
の
回
り

で
起
こ
っ
た
場
合
に
は
、
県
中
央

児
童
相
談
所
ま
た
は
、
地
域
福
祉

課
児
童
母
子
福
祉
係
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

※
通
報
者
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

■
児
童
虐
待
の
定
義

児
童
虐
待
は
、
次
の
４
つ
の
類

型
が
あ
り
ま
す
。

①
身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴け

る
、
投
げ
落
と
す
、

激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を

負
わ
せ
る
、
お
ぼ
れ
さ
せ
る

な
ど

②
心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き

ょ
う
だ
い
間
の
差
別
的
扱
い
、

児
童
の
目
の
前
で
配
偶
者
へ
の

暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
を
行
う　

な
ど

③
性
的
虐
待

性
的
行
為
の
強
要
、
性
器
や
性

交
を
見
せ
る
、
児
童
を
裸
に
し

て
写
真
を
撮
影
す
る　

な
ど

④
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）

食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不

潔
に
す
る
、
家
に
放
置
す
る
、

自
動
車
に
放
置
す
る
、
保
護
者

以
外
の
同
居
人
に
よ
る
虐
待
を

放
置
す
る　

な
ど

　
　通

報
先

県
中
央
児
童
相
談
所

☎
０
９
９-

２
６
４-

３
０
０
３

通
報
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係

☎
㉓
１
０
６
３
（
直
通
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
１
）

　

生
計
を
支
え
て
い
た
人
が
仕
事

を
辞
め
た
こ
と
で
、
賃
貸
住
宅
の

家
賃
の
支
払
い
が
困
難
に
な
っ
た

場
合
等
に
、
住
宅
手
当
を
支
給
し
、

再
就
職
に
向
け
て
支
援
し
ま
す
。

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

が
対
象
で
す
。

■
支
給
要
件

○
市
内
に
住
所
を
置
き
、
生
活
の

本
拠
地
と
し
て
居
住
し
て
い
る
。

○
平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
に
離

職
し
て
い
る
。

※
離
職
理
由
・
雇
用
形
態
は
問
い

ま
せ
ん
。

○
離
職
前
に
、
世
帯
内
で
主
た
る

生
計
維
持
者
で
あ
っ
た
。

○
就
労
能
力
お
よ
び
常
用
就
職
の

意
欲
が
あ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
の
求
職
申
し
込
み
を
行
う
こ

と
、
ま
た
は
現
に
行
っ
て
い
る
。

○
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
、
ま
た

は
喪
失
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

○
申
請
者
お
よ
び
生
計
を
一
と
す

る
同
居
の
親
族
の
預
貯
金
の
合

計
が
次
に
定
め
る
金
額
以
下
で

あ
る
。

・
単
身
世
帯　

50
万
円

・
複
数
世
帯　

１
０
０
万
円　

○
国
や
地
方
自
治
体
が
実
施
し
て

い
る
同
様
の
貸
し
付
け
や
給
付

を
、
申
請
者
お
よ
び
同
居
の
親

族
が
受
け
て
い
な
い
。

※
申
請
月
の
世
帯
内
の
収
入
合
計

基
準
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た

め
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
者
お
よ
び
生
計
を
一
と
す

る
同
居
親
族
の
い
ず
れ
も
が
暴

力
団
員
で
な
い
。

■
支
給
限
度
額

○
単
身
世
帯　

月
２
４
，２
０
０
円

○
複
数
世
帯　

月
３
１
，５
０
０
円

■
支
給
期
間　

６
カ
月
間

■
支
給
方
法　

支
給
決
定
後
、
直

接
家
主
等
に
振
り
込
み
ま
す
。

※
申
込
方
法
や
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
問
い
合
せ
て
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
福
祉
課
援
護
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
９
）

消
防
ホ
ー
ス
等
の

格
納
箱
設
置

11 
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間

※オレンジリボンには、児童虐待
を防止するというメッセージが
込められています。

住
ま
い
対
策
拡
充
等
支
援
事
業

求
職
中
の
家
賃
を
補
助
し
ま
す

Information情 報 掲 示 板

　　

県
お
よ
び
公
益
社
団
法
人
鹿
児

島
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
の
共

催
で
、
宅
地
建
物
取
引
に
か
か
わ

る
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
12
日（
月
）10
時
～

15
時

■
場
所　

指
宿
商
工
会
議
所
２
階

■
相
談
員　

弁
護
士
、
税
理
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
司
法
書
士

問
い
合
わ
せ
先

公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県
宅
地

建
物
取
引
業
協
会

　

☎
０
９
９-

２
５
２-

７
１
１
１

　

県
下
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
る
県
最
低
賃
金
が
、
10
月
13

日（
土
）か
ら
時
間
額
６
５
４
円
に

改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
産
業
に
お
い
て

は
、
特
定
最
低
賃
金
（
産
業
別
最

低
賃
金
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業

　

時
間
額　

６
９
６
円

○
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

　

時
間
額　

６
７
６
円

○
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

　

時
間
額　

７
１
６
円

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
９
９-

２
２
３-

８
２
７
８

　

山
川
幼
稚
園
で
は
、
少
子
化
の

影
響
な
ど
か
ら
園
児
が
少
な
い
年

が
続
き
、
園
児
の
集
団
活
動
や
経

費
面
で
の
園
の
健
全
な
運
営
が
困

難
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
20

年
８
月
に
地
域
代
表
者
や
学
識
経

験
者
で
構
成
す
る
「
指
宿
市
学
校

施
設
整
備
計
画
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
て
、「
年
度
当
初
の
入
園
申

し
込
み
園
児
数
が
２
年
間
続
け
て

20
人
未
満
の
場
合
は
、
園
の
廃
止

を
検
討
す
る
」
と
い
う
運
営
方
針

を
定
め
て
い
ま
し
た
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
指
宿
市
望
ま
し
い
学
校

整
備
計
画
」
で
公
表
）。

　

平
成
23
年
度
の
入
園
申
し
込
み

が
10
人
、
平
成
24
年
度
が
13
人
で

し
た
の
で
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、

園
の
廃
止
に
つ
い
て
市
議
会
に
諮

り
、
そ
の
結
果
、
山
川
幼
稚
園
は
、

平
成
24
年
度
末
で
閉
園
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課
教
育
総
務
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
１
１
）

■
火
災　

　

３
秒
・
２
秒
休
止
（
５
回
）

■
鎮
火

　

30
秒
（
１
回
）

※
山
川
・
開
聞
地
域
は
、
火
災
・

鎮
火
の
お
知
ら
せ
を
防
災
行
政

無
線
で
放
送
し
ま
す
。

■
演
習
お
よ
び
火
災
予
防
週
間

　

15
秒
（
１
回
）

■
洪
水
お
よ
び
高
潮

　

60
秒
・
５
秒
休
止
（
２
回
）

■
国
民
保
護

　

国
民
保
護
法
に
基
づ
く
音
声
メ

ッ
セ
ー
ジ

■
そ
の
他

　

60
秒
を
１
回

※
終
戦
記
念
日
や
原
爆
投
下
の
日

な
ど
に
鳴
ら
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
消
防
署

　

☎
㉒
５
１
１
１

○
山
川
・
開
聞
分
遣
所

　

☎
㉞
０
１
１
９

※
各
消
防
分
団
で
は
随
時
、
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
問
い
合
わ
せ
先

○
病
院
の
問
い
合
わ
せ

　

☎
㉒
６
８
６
８
（
テ
レ
ホ
ン
サ

ー
ビ
ス
）

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
な
ど

へ
の
燃
え
広
が
り
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間

初
日
で
あ
る
11
月
９
日（
金
）の
７

時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
日
以
外
に
も
訓
練

な
ど
で
鳴
ら
す
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
内
で
は
今
年
、
す
で
に
16
件

の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
（
９

月
30
日
現
在
）。

　

こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
を
迎
え
、

気
温
も
下
が
り
、
暖
房
器
具
の
使

用
や
空
気
の
乾
燥
等
で
火
災
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

11
月
９
日（
金
）か
ら
15
日（
木
）

ま
で
、「
消
す
ま
で
は　

出
な
い
行

か
な
い　

離
れ
な
い
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
に
つ

い
て
考
え
、
わ
が
家
の
防
火
対
策

を
確
認
し
、
火
災
を
出
さ
な
い
よ

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
防
火
に
は
、
習
慣
と
対
策

の
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

「
消
す
ま
で
は
　
出
な
い
行
か
な
い
　
離
れ
な
い
」

消
防
団
招
集
お
よ
び

警
報
の
主
な
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

県
最
低
賃
金
が
改
正

宅
地
建
物
取
引

無
料
相
談

山
川
幼
稚
園
を
閉
園

住宅用火災警報器
　消防法により、すべての住
宅に住宅用火災警報器の設置
が義務付けられています。

28広報いぶすき　11月号2012.11　No.83ⅠBUSUKⅠ29



せせら焼き
　

県
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
の
根
絶
を
図
る
た
め
、
毎
年

11
月
を
「
不
法
投
棄
防
止
強
化
月

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
不
法
投
棄
防
止
の

啓
発
活
動
や
産
業
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
一
人
ひ
と
り
が
、

「
不
法
投
棄
を
し
な
い
。
さ
せ
な

い
。
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
電
話
を
す

る
。」と
い
う
意
識
を
持
ち
、
不
法

投
棄
の
な
い
住
み
よ
い
地
域
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

　

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
発

見
し
た
ら
、
県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ

ク
ル
対
策
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策

課☎
０
９
９-

２
８
６-

３
８
１
０

　

sanpai110@
pref.kagoshim

a.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 lg.jp

　

青
少
年
は
、
社
会
の
か
け
が
え

の
な
い
一
員
で
、
未
来
へ
の
希
望

を
託
す
地
域
社
会
の
宝
で
す
。

　

次
代
の
指
宿
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
自
立
の
精
神
や
豊
か
な
感

性
を
持
ち
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

心
を
持
っ
た
人
間
に
成
長
す
る
こ

と
は
、
市
民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
家

庭
・
学
校
・
地
域
社
会
等
が
一
体

と
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

「
地
域
の
子
ど
も
は
、
地
域
で

育
て
る
」
と
い
う
共
通
認
識
を
持

ち
、
地
域
社
会
に
お
け
る
大
人
の

役
割
を
再
確
認
し
、
子
ど
も
と
真

正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

子
ど
も
の
問
題
は
、
大
人
の
問

題
で
す
。
み
ん
な
で
青
少
年
を
健

全
に
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
期
間　

11
月
１
日（
木
）～
30
日

　
（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
（
時

遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

「
働
く
人
も
安
心
で
す　

労
働
保

険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
」

　

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
を
問
わ

ず
、
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主

は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

「
労
災
保
険
」
は
、
労
働
者
が

業
務
上
の
事
由
等
に
よ
り
負
傷
・

病
気
に
見
舞
わ
れ
た
場
合
に
、
必

要
な
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、「
雇
用
保
険
」
は
、
労
働

者
が
失
業
し
た
場
合
等
に
必
要
な

給
付
を
行
い
、
生
活
の
安
定
を
図

る
も
の
で
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
従
業
員

が
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
働
け
る

よ
う
、
加
入
手
続
き
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

■
期
間　

11
月
１
日（
木
）～
11
月

30
日（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
公
共
職
業
安
定
所

　

☎
㉒
４
１
３
５

○
鹿
児
島
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
９
９-

２
１
４-

９
１
７
５

Information

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　

　

市
で
は
、
松
く
い
虫
に
よ
る
被

害
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
毎
年
春
先

に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
を
使
っ
た
松

く
い
虫
防
除
散
布
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
マ
ツ
枝
に
薬
剤

を
散
布
し
て
、
松
く
い
虫
の
病
原

虫
（
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
）

の
媒
介
と
な
る
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ

ミ
キ
リ
の
繁
殖
を
防
止
す
る
こ
と

が
目
的
で
す
。

　

し
か
し
、
防
除
散
布
は
場
所
に

よ
っ
て
、
松
林
の
周
辺
に
生
活
水

と
な
る
水
源
や
耕
作
物
が
あ
る
な

ど
、
２
次
的
被
害
の
影
響
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
直
接
散
布
で

き
な
い
区
域
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
春
先
に

薬
剤
散
布
し
た
区
域
で
あ
っ
て
も
、

松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
木
が
目
立

っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
散
布
で
き

な
か
っ
た
区
域
で
は
、
松
林
が
ま

と
ま
っ
て
枯
れ
る
な
ど
、
そ
の
被

害
が
顕
著
に
現
れ
て
い
ま
す
。

く
ん
蒸
処
理
で
追
加
駆
除

　

今
後
の
対
策
と
し
て
、
春
先
に

薬
剤
散
布
し
た
区
域
に
お
い
て
発

生
し
た
被
害
木
に
つ
い
て
は
、
１

月
か
ら
３
月
に
か
け
て
伐
採
し
、

幹
の
中
に
い
る
松
く
い
虫
の
幼
虫

を
死
滅
さ
せ
る
た
め
「
く
ん
蒸
処

理
」
を
行
い
ま
す
。

　

く
ん
蒸
処
理
と
は
、
松
く
い
虫

被
害
に
よ
り
枯
死
し
た
木
を
伐
倒

し
た
あ
と
、
ビ
ニ
ー
ル
で
包
ん
で

薬
剤
に
よ
り
く
ん
蒸
し
、
松
材
の

中
に
い
る
カ
ミ
キ
リ
の
幼
虫
等
を

駆
除
す
る
方
法
で
す
。
た
だ
し
、

薬
剤
散
布
を
し
て
い
な
い
区
域
の

被
害
木
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に

駆
除
は
行
え
ま
せ
ん
。

　

市
内
の
松
林
に
は
、
防
風
・
防

潮
の
観
点
か
ら
、
重
要
な
役
目
を

担
っ
て
い
る
も
の
や
景
観
上
ど
う

し
て
も
必
要
な
松
林
が
存
在
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
松
林
は
、
他
に
代

替
と
な
る
木
が
ほ
と
ん
ど
な
い
貴

重
な
も
の
で
、
今
後
も
木
の
生
育

を
保
護
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

耕
地
林
務
課
林
務
管
理
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
９
）

　

検
察
官
の
行
っ
た
不
起
訴
処
分

が
正
し
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る

「
検
察
審
査
員
」
の
候
補
者
は
、

選
挙
人
名
簿
の
中
か
ら
無
作
為
に

選
定
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
こ
の
中
か
ら
、
３
・
６
・

９
・
12
月
に
、
検
察
審
査
員
お
よ

び
補
充
員
が
選
定
さ
れ
ま
す
。

　

候
補
者
に
選
ば
れ
た
人
に
は
、

「
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿
へ
の

記
載
の
お
知
ら
せ
」
と
「
質
問
票
・

質
問
票
回
答
用
紙
」
が
、
11
月
中

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

「
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿
へ

の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
は
必
ず
読

み
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
質
問
票
・
質
問
票
回
答

用
紙
」
は
、
欠
格
事
由
や
辞
退
希

望
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
の
、

大
切
な
書
類
で
す
。
受
け
取
っ
た

ら
、
回
答
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
速
や
か
に
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
９
９-

８
０
８-

３
７
１
９

検
察
審
査
員
の

候
補
者

83

子
ど
も
の
人
権

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
児
童
虐
待

問
題
に
対
す
る
社
会
的
関
心
の
喚

起
を
図
る
た
め
、
毎
年
11
月
を
「
児

童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
未
来
を
担

う
大
切
な
存
在
で
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
は
、
社
会
全
体

の
願
い
で
す
。

　

し
か
し
近
年
、
虐
待
や
い
じ
め

な
ど
、
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る

事
件
や
事
故
が
増
え
、
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

虐
待
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

親
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
と
も
い

え
ま
す
。
経
済
的
問
題
、
家
庭
の

問
題
等
が
解
決
さ
れ
ず
、
行
き
場

の
な
い
不
安
な
ど
か
ら
虐
待
し
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
り
ま
す
。

「
よ
そ
の
家
庭
の
問
題
」
と
見
て

見
ぬ
ふ
り
を
せ
ず
、
虐
待
や
い
じ

め
な
ど
か
ら
子
ど
も
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

今
月
の
特
設
人
権
相
談

■
日
時　

11
月
８
日（
木
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時

■
場
所　

開
聞
庁
舎
２
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
戸
籍
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

松
く
い
虫
の
防
除
対
策

貴
重
な
松
を
守
る
た
め
に

情 報 掲 示 板

期間限定

温ランチメニュー

　11月から冬季限定「温ランチメニュー」を始めました。そうめん
（550円）とセットで注文されると100円引きとなりお得です。心も
体も温まる料理をお楽しみください。
　また、昔ながらのマス料理として「せせら焼き（鉄板焼き）」（１
人1,400円）も期間限定販売します。ぜひご利用ください。
※「せせら焼き」は、事前予約（４人以上で受付）が必要です。

予約・問い合わせ先　市営唐船峡そうめん流し　☎㉜2143

ます釜飯 ます重 黒豚丼

市営唐船峡そうめん流し 営業時間　10：00〜17：00

始めました

不
法
投
棄
防
止

強
化
月
間

労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
月
間

「
郷ふ

る
さ
と土

に
学
び
・
育は

ぐ
く

む

秋
の
青
少
年
運
動
」

強
調
月
間

マツノザイ　
センチュウ▼

▲マツノマダラ
カミキリ　

800円 700円 800円
被害が広がる山林

くん蒸処理で幼虫を駆除
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が
紹
介
し
た
い
場
所
は
、

　
　
　

宮
ヶ
浜
港
か
ら
見
た
朝
日

で
す
。　
　
　

（
男
性
・
72
歳
）

　
　
　

ヶ
浜
の
海
岸
越
し
に
昇
る

　
　
　

朝
日
は
と
て
も
き
れ
い
で

す
ね
。
遠
く
の
知
林
ヶ
島
や
魚
見

岳
が
趣
き
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
　
　

が
、
今
年
の
９
月
初
め
に

　
　
　

指
宿
駅
周
辺
で
あ
っ
た「
ち

っ
と
呑の

み
」
に
参
加
し
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

市
内
の
24
店
舗
が
参
加
し
て
い
た

そ
う
で
す
ね
。
に
ぎ
わ
っ
て
い
た

よ
う
で
、
地
域
の
活
性
化
を
感
じ

た
そ
う
で
す
。
私
も
ぜ
ひ
次
回
は

参
加
し
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
ひ
み
つ
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
・
53

歳
）

　
　
　

回
は
、
２
月
中
旬
に
計
画

　
　
　

し
て
い
る
よ
う
で
す
。「
ち

っ
と
呑
み
」
を
企
画
し
た
Ｊジ

ョ

イ
ｏ
ｙ

ｌリ

ン

ク

ｉ
ｎ
ｋ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
が

載
っ
て
い
ま
す
。

http://joylink-ibusuki.com
/

　
　
　

オ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
て

　
　
　

気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
道
路
公
園
等
に
犬
の
ふ
ん
や

空
き
缶
、
吸
い
殻
な
ど
が
捨
て
て

あ
り
ま
す
。
観
光
指
宿
を
目
指
し

て
市
民
一
人
ひ
と
り
が
気
を
付
け

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
新
幹

線
効
果
で
観
光
客
が
増
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
ご
み
１
つ
な
い

「
指
宿
」
に
し
た
い
で
す
ね
。
改

善
方
法
は
な
い
で
す
か
。

（
指
宿
大
好
き
お
じ
さ
ん
・
71
歳
）

　
　
　

は
中
学
生
の
時
に
宮
ヶ
浜

　
　
　

の
ご
み
拾
い
に
よ
く
参
加

し
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
、
犬
の

散
歩
を
し
な
が
ら
た
ば
こ
の
吸
い

殻
、
犬
の
ふ
ん
、
コ
ン
ビ
ニ
の
ご

み
な
ど
を
よ
く
拾
い
ま
す
。
せ
っ

か
く
の
宮
ヶ
浜
の
海
岸
が
も
っ
た

い
な
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
と

犬
と
散
歩
し
な
が
ら
、
少
し
で
も

ご
み
を
拾
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

（
ら
い
ち
ゃ
ん
マ
マ
・
22
歳
）

　
　
　

み
を
捨
て
る
人
が
後
を
絶

　
　
　

た
な
い
よ
う
で
す
。
観
光

客
や
市
民
ら
が
、
気
持
ち
よ
く
過

ご
せ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す

ね
。
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
改
善

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
愛
犬
の
ふ
ん
も
飼
い

主
が
責
任
を
持
っ
て
処
理
し
ま
し

ょ
う
。

　
　
　

年
も
９
月
に
は
ク
リ
ー
ン

　
　
　

指
宿
、
10
月
に
は
錦
江
湾

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
の
時
期
で
す
ね
。

10
月
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
に
は
参

加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今

年
は
、
子
ど
も
が
小
学
校
生
活
最

後
の
年
で
す
。
１
つ
の
区
切
り
と

し
て
参
加
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

（
温
泉
大
好
き
っ
子
・
47
歳
）

　
　
　

ん
で
い
る
み
ん
な
で
、
き

　
　
　

れ
い
な
指
宿
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
で
す
ね
。
錦
江
湾
ク
リ

ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
秋
の
部
に
も
多

く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
　
　

月
田
駅
を
た
ま
に
利
用
し

　
　
　

て
い
ま
す
。
先
日
ど
こ
か

ら
か
風
鈴
の
音
が
聞
こ
え
、
い
つ

の
間
に
か
秋
風
に
変
わ
っ
て
い
る

事
に
気
付
き
ま
し
た
。
忙
し
い
日

々
、
ホ
ッ
と
し
た
朝
に
な
り
ま
し

た
。

　
　

（
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
・
51
歳
）

　
　
　

ロ
ハ
の
季
節
も
終
わ
り
、

　
　
　

朝
夕
が
肌
寒
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
日
中
は
汗
ば

む
く
ら
い
の
陽
気
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
ね
。
季
節
の
変
わ
り
目

は
体
調
を
崩
し
や
す
い
の
で
、
健

康
管
理
に
は
十
分
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　

か
な
湖
畔
の
ほ
と
り
、
尾

　
　
　

下
を
紹
介
し
ま
す
。
住
人

の
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
で
す
が
、
結

い
の
精
神
が
残
る
絆き

ず
なの

強
い
地
域

で
す
。
最
近
、
地
域
に
住
む
人
や

故
郷
を
離
れ
た
た
く
さ
ん
の
人
々

の
協
力
で
、
小
さ
い
な
が
ら
も
立

派
な
神
社
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

神
社
か
ら
開
聞
岳
や
池
田
湖
を
望

む
景
色
は
す
ば
ら
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　

（
子
鶴
・
64
歳
）

　
　
　

社
は
、
尾
下
公
民
館
の
横

　
　
　

に
あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆

さ
ん
で
大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

私

今二

ウ私ご

宮

住

神 ア静

宮ヶ浜港から見える朝日

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見を掲載し
ています。

寄ってらっしゃい

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋

娘

再建された尾下神社

海岸清掃を行う参加者

◎
指
宿
図
書
館 

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館 

☎
㉟
3
3
0
0

◎
本
の
ひ
ろ
ば

【内容】
　酒の匂いがする水、
マムシよけになる砂、
焼

しょうちゅう

酎の文字落書き…。
著者自らが足を運び、
神社にまつわる伝説
や縁起を調査。県内
1,138神社の所在地・
主祭神一覧付き。市
内の枚聞神社や揖宿
神社、竹山神社など
も掲載。

【内容】
　これは「だれのた
まご？」カメのたま
ごに、カエルのたま
ご、いろんなたまご
が次々登場。「でもこ
れってだれのたまご
？」変な形のたまご、
このたまごからはい
ったい何が生まれる
のかな？

11月の図書館カレンダー

鹿児島ふるさとの神社伝説
高向嘉昭（著）
南方新社

図書館からのお知らせ
特別整理期間のお知らせ
　指宿図書館では、11月13日（火）～18日（日）の期
間、蔵書点検や館内整理のために休館します。ご
迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願い
します。
ボランティアおはなし会を行っています
　山川図書館では、毎月第４土曜日の14時から「ボ
ランティアおはなし会」を行っています。演じ手
は、山川「おはなしぶらんこの会」の皆さんです。
毎月、絵本の読み聞かせや紙芝居、パネルシアタ
ーなど楽しいおはなし会をしていただいています。
申し込みは不要です。どうぞお越しください。
図書館の使い方講座を開催
　指宿図書館では次の日程で図書館の利用や図書
館システムの活用法についての講座を開催します。
日時　11月25日（日）　14：00～15.：00
場所　指宿図書館２階　多目的集会室
対象　一般
内容　○検索機での本の探し方
　　　○図書館の利用について（本の並び方、貸
　　　　出や返却、予約、調査相談業務について）
　　　○自宅などのパソコンや携帯電話での本の
　　　　検索や予約、延長などの方法　など

今 月 の お す す め

ホームページ　http://www.minc.ne.jp/ibusukilib/　

だれのたまご
斉藤洋（著）
高畠那生（絵）
フレーベル館

一般図書（指宿図書館） 児童図書（山川図書館）

日

行　

事　

な　

ど

1
木

2
金

3
土　
文
化
の
日

開
聞
地
域
文
化
祭（
～
４
日
）

4
日
指
商
デ
パ
ー
ト

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
販
売
日

5
月

6
火

7
�
戦
没
者・市
民
戦
災
死
亡
者
追
悼
式

動
物
愛
護
講
習
会

8
木
学
校
給
食
試
食
会

特
設
人
権
相
談

9
金
全
国
秋
の
火
災
予
防
週
間（
～
15
日
）

10
土
い
ぶ
す
き
マ
ル
シ
ェ（
～
11
日
）

山
川
地
域
文
化
祭（
～
11
日
）

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

11
日
い
ぶ
す
き
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
タ

秋
の
開
聞
岳
登
山
研
修
会

税
を
考
え
る
週
間（
～
17
日
）

12
月
宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談

13
火
粗
大
ご
み
収
集
日（
福
元・町・大
山・利
永
区
）

14
�

15
木
ス
マ
イ
ル
ひ
ろ
ば

年
末
調
整
説
明
会

16
金

17
土
男
女
共
同
参
画
市
民
講
座

指
宿
地
域
文
化
祭（
～
18
日
）

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

18
日
地
熱
＆
た
ま
て
箱
散
策
ウ
オ
ー
ク

市
駅
伝
競
走
大
会

パ
ン・リ
ー
フ
de
リ
ー
ス
作
り
体
験

19
月

20
火
粗
大
ご
み
収
集
日（
成
川・小
川・岡
児
ヶ
水・浜
児
ヶ
水
区
）

21
�
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
販
売
日

22
木
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
演
会

23
金　
勤
労
感
謝
の
日

24
土
星
空
観
察
会
④

25
日
体
力
テ
ス
ト
＆
講
習
会

県
議
会
と
の
意
見
交
換
会

26
月

27
火
粗
大
ご
み
収
集
日（
鰻・尾
下
区
）

28
�

29
木

30
金

11
月
の
広
報
ご
よ
み

…休館日

…えほんのひろば（指宿図書館）	 10：30～11：15

　演じ手：槌橋保育園の先生方

…わらべうたのへや（指宿図書館）	 11：15～11：45

…よるのおはなし会（指宿図書館）	 19：30～20：00

　演じ手：花いちもんめの皆さん

…ふれあい映画会（山川図書館）	 14：00～14：40

…おはなしの時間（開聞農村環境改善センター図書室）	15：00～16：00

　演じ手：おはなし会「バンビ」の皆さん

…ボランティアおはなし会（山川図書館）	14：00～14：30

　演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

…おはなしのとびら（指宿図書館）	 10：30～11：15

　演じ手：図書館職員

月曜
火曜

10日

６日

９日

24日

25日

19日

曜

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

携帯サイト

携帯電話用アドレス
https://www.ibusuki-lib.
jp/mobile/index.do

携帯電話から、図書
館の資料の検索や予
約をしたり、貸出・
予約状況を見ること
ができます。

次※11月13日（火）～１8日（日）は特別整理期間のた
め指宿図書館は休館します。
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指
宿
地
域

今
村　

晃き
り
ゅ
う琉

※　

道
下
上　

一　

樹

優　

香

吉
永　

早さ

ら良　

下
吹
越　

博　

葵

千
恵
美

篠
山　
　

陽は
る

※　

宮
ヶ
浜　
　

優　
あ
ゆ
み

松
田　

姫ひ
よ
り依　

外
城
市　

大　

昌

絵　

鯉

上
川
床
心こ
は
る晴

※　

田
之
畑　

俊　

彦

奈　

美

池
堂　

望み

ゆ結　
弥
次
ヶ
湯　

将　

昭

ゆ
か
り

水
溜　

結ゆ

な菜
※　

湯
之
里　
　

僚　
知　

恵

石
塚　
　

凪な
ぎ　

湯
之
里　
　

翔　
つ
か
さ

田
代　

優ゆ

あ心　

湊　

南　

良　

二

勇　

美

杜
山　

弐に
い
む夢　

迫　

北　

圭　

一

え
り
な

白
濵
虎こ
た
ろ
う

大
朗　

迫　

北　

隆　

博

裕　

美

岩
﨑　

兼け
ん
だ
い大　

迫　

北　

章　

郎

友　

江

七
田
ま
ひ
る　
摺
ヶ
浜
北　
　

実　
優　

佳

福
留　
　

塁る
い　

摺
ヶ
浜
北　

三　

朗

孝　

子

川
畑　

朱あ
か
り莉　

丈　

六　

健　

一

麻
里
子

吉
元　

穂ほ
の
か花　

下　

里　

龍　

馬

千　

鶴

俵
積
田
悠ゆ
う
ご悟　

下　

門　

智　

裕

涼　

子

山
川
地
域

篠
原　
　

匡た
す
く　
町
７
区　

寛　

法

綾　

子

松
山　

叶と

あ夢　

井
手
上　

健　

作

瑞　

希

中
島　

環か
ん
な奈　

中　

野　

健　

二

さ
ゆ
り

東　
　

晟せ

ら良　

永　

田　

弘　

之

雅　

子

福
﨑　

寧ね

ね々　

永　

田　

真　

也

　

静

山
口
み
り
な　

神
方
下　

拓　

也

か
お
り

中
島　
　

蒼そ
う　

山　

神　

拓　

哉

な
お
み

坂
元　

涼す
ず
な凪　

森
松
西　

圭　

介

加
奈
子

東　

幸こ
う
の
す
け

之
介　

小
川
中　

泰　

幸

ゆ
か
り

開
聞
地
域

塩
屋　

伊い
お
り織　

西
開
聞　

康　

彦

絵
里
香

市
外

德
田　

創そ
う
き紀　
徳
之
島
町　

潔　

紀

美　

和

藤
里　

懐か
い
と人　
鹿
児
島
市　

将　

哉

佳　

奈

田
代　

隆
大　

静
岡
県

菊
川
市　

太　

鶴

美　

穂

有
里　

梨り

こ瑚　
鹿
児
島
市　
　

皆　
あ
や
み

加
治　

大は
る
と翔

※　

鹿
児
島
市　
　

仁　
千　

春

浅
野　

希の
ぞ
み美　

熊
本
市

東　

区　

純　

政

さ
つ
き

佐
藤
誠せ
い
い
ち
ろ
う

一
郎　

東
京
都

練
馬
区　

克　

哉

美　

幸

六
反　

そ
ら　

姶
良
市　

一　

朝

夏　

子

池
之
上
紅く
れ
は葉　

千
葉
県

松
戸
市　

正　

三

里　

奈

井
上　
　

花は
な

※　

福
岡
市

早
良
区　

哲　

志

綾　

子

指
宿
地
域

西　

村　

政　

治　

87　

岩
本
中

雪　

丸　

ナ
ツ
ヱ　

85　

仮　

屋

鶴　

本　

フ　

ミ　

96　

久　

保

増　

永　

幸　

治　

87　

垂　

門

田　

原　

利　

英　

82　

湯
之
里

久　

保　

勝　

美　

77　

瀬　

崎

上
髙
原　
　
　

守　

82　
大
牟
礼
東

野　

村　

ト
ミ
ヱ　

84　

畠
久
保

奈　

良　

ス　

ミ　

87　

道
下
東

尾　

髙　

満　

子　

80　
大
牟
礼
東

弓　

指　

フ　

ミ　

99　
　

宮

今
玉
利　

金　

男　

86　

玉　

利

吉　

山　

友　

義　

95　

渡　

瀬

今
玉
利　

ヒ　

デ　

92　

湊　

上

浦　
　
　

道　

治　

76　

高
野
原

森　
　
　

幸　

子　

71　

玉　

利

今　

村　

忠　

男　

61　

高
野
原

田　

渕　

ノ
ブ
エ　

94　

片
野
田

渕　

田　

重　

雄　

70　

玉　

利

原　

田　

喜　

二　

91　
大
牟
礼
東

下
地
頭
所　

フ
ミ
子　

98　

田
之
畑

池　

増　
　
　

昇　

67　

小　

田

樋　

園　

ウ　

タ　

88　
　

宮

上
曽
山　

藤　

藏　

100　

道
下
上

德　

留　

ヨ
ビ
子　

76　

迫　

北

石　

口　

光　

男　

66　
五
郎
ヶ
岡

上
玉
利　

剛　

志　

70　

玉　

利

山
川
地
域

松　

木　

重　

葊　

83　

後
馬
場

篠　

原　

ツ　

ギ　

89　
町
５
区
西

春　

田　

順
一
郎　

79　
町
５
区
西

宮　

元　

時　

義　

89　

野　

元

木　

下　

久　

義　

78　

岩　

下

宮　

田　

フ
デ
ノ　

86　

今　

村

出　

口　

博　

之　

75　

町
８
区

前　

畠　

律　

子　

76　

市
山
下

東　
　
　

み
つ
え　

57　

小
川
中

遠　

矢　

重　

利　

80　

前
原
上

福　

村　

ス
ミ
エ　

100　
　

鰻

篠　

原　

英
太
郎　

92　
町
２
区
東

福　

村　

ミ
チ
エ　

97　
　

鰻

濱　

田　

テ　

ル　

95　

徳　

光

開
聞
地
域

紀　
　
　

一　

成　

81　

松
原
田

岩　

下　

文　

雄　

76　

苙　

口

松　

澤　

善　

孝　

72　

物　

袋

中　

野　

ツ
ル
ヱ　

86　

上
野
東

下　

川　
　
　

愿　

86　

川
尻
北

久　

保　
フ
ユ
マ
ツ　

93　

上
野
東

佛　

願　
　
　

登　

71　

川
尻
上

市
外

小　

田　

政　

孝　

82　
鹿
児
島
市

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

追
悼
お
く
や
み

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

○
指
宿
動
物
霊
園

○
山
川
飲
食
店
組
合

篤
　
　
　
志

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
出

時
に
、
市
民
生
活
部
市
民
協
働
課
、

山
川
・
開
聞
各
支
所
市
民
福
祉
課

窓
口
で
、
申
し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で
も
、

希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す
の
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
）

９
月

 30 
日
ま
で
の
受
付
分

一
般
寄
付

男
女
共
同
参
画
社
会
シ
リ
ー
ズ

兄弟仲良く元気で優し
い子になってね。

篠山　陽
はる

ちゃん

〜子どもはまちの宝です〜
じ ま ん

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
写
真

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
子
ど
も

の
名
前
と
ふ
り
が
な
、
性
別
、
生

年
月
日
、
保
護
者
名
、
住
所
・
地

区
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
、
メ
ー

ル
（
画
像
は
２
Ｍメ

ガ
バ
イ
トＢ以
内
）、郵
送
、

持
参
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
応

募
者
全
員
を
掲
載
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

　

指
宿
市
市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

　
　

s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

元気に育ってね！
今村　晃

きりゅう

琉ちゃん
心晴ありがとう♡これ
から楽しく生きようね

上川床 心
こは る

晴ちゃん

みんなから愛される、
優しい子に育ってね♡

田丸　真
ま な

愛ちゃん
【小川西】

優しく、元気いっぱい
な男の子になぁれ。

片野田　輝
はる

ちゃん
【群馬県高崎市】

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
女
性
に
対

す
る
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
は
、
女
性
の
権
利

を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し

て
許
さ
れ
る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

こ
の
運
動
期
間
を
き
っ
か
け
に
、

女
性
に
対
す
る
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
考

え
、
暴
力
の
な
い
社
会
を
作
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ

　

内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
Ｄ

Ｖ
被
害
を
受
け
た
女
性
の
半
数
近

く
は
、
誰
に
も
相
談
し
て
い
な
い

と
い
う
結
果
で
し
た
。
Ｄ
Ｖ
相
談

ナ
ビ
は
、
最
寄
り
の
相
談
窓
口
を

案
内
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

１
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
を

○
全
国
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０-

０-

５
５
２
１
０

○
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９-

２
２
２-

１
４
６
７

○
市
婦
人
相
談

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
３
）

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

11
月
12
日（
月
）～
25
日（
日
）

  

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間

り
ゅ
う
だ
い

①
②

③
④

元気いっぱいスクスク
成長してね！

みんなに愛されて大き
くな〜れ

生まれてきてくれて、
ありがとう。

水溜　結
ゆ な

菜ちゃん加治　大
はる と

翔ちゃん井上　花
はな

ちゃん

結菜お姉ちゃんと仲良
くね♡

豊﨑　三
みつ き

貴ちゃん
【柳田】

やさしく元気な子に育
ってね！

村山　瑠
る い

唯ちゃん
【鹿児島市】
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分 か り や す い 医 療 の 話
Medical Lecture

今 月のドクター
指宿歯科医師会　上野　修

Doctor

　

顔が
ん
め
ん面
口こ

う
く
う腔
領
域
の
外
傷
に
は
、
歯

の
外
傷
、
軟
組
織
外
傷
、
骨
折
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
歯
の
外
傷

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
現
在
、
歯

の
外
傷
に
対
す
る
処
置
は
日
々
進
歩

し
て
お
り
、
脱
臼
し
た
歯し

が牙
で
さ
え

再
植
す
る
事
も
場
合
に
よ
っ
て
は
可

能
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

受
傷
時
の
適
切
な
救
急
処
置
が
成
功

率
を
高
め
る
大
き
な
要
因
と
な
り
ま

す
。

１
歯
の
外
傷
の
分
類
に
は
、
歯
の
破は

折せ
つ

（
歯
冠
破
折
と
歯
根
破
折
）、歯

の
脱
臼
（
不
完
全
脱
臼
と
完
全
脱

臼
）
が
あ
り
ま
す
。

２
歯
の
外
傷
の
頻
度
と
し
て
は
、
10

歳
代
が
40
％
と
最
も
多
く
、
部
位

と
し
て
は
、
上じ

ょ
う
が
く
ぜ
ん
し

顎
前
歯
が
80
％
と

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
の
行
動
範
囲
の

拡
大
と
活
発
化
が
危
険
性
の
増
加

に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
上
顎
前
歯
部
が

圧
倒
的
に
多
い
の
は
、
と
っ
さ
時

の
運
動
能
力
低
下
に
よ
り
、
事
故

の
と
き
顔
面
か
ら
受
傷
す
る
こ
と

が
多
い
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

３
受
傷
の
原
因
と
し
て
は
、
屋
外
で

は
転
倒
が
一
番
多
く
て
、
転
落
・

打
撲
・
交
通
事
故
な
ど
が
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
自
転
車
に

よ
る
転
倒
が
多
い
よ
う
で
す
。
ま

た
、
小
学
校
・
幼
稚
園
と
い
っ
た

よ
う
な
施
設
の
中
で
は
、
打
撲
が

多
い
の
で
す
が
、
廊
下
や
教
室
な

ど
を
走
っ
て
い
て
、
子
ど
も
同
士

が
衝
突
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が

一
番
多
い
よ
う
で
す
。

４
乳
歯
の
外
傷
が
永
久
歯
に
与
え
る

影
響
と
し
て
は
、
軽
微
で
は
あ
っ

て
も
萌ほ

う
し
ゅ
つ出
異
常
、
歯
冠
形
成
異
常
、

歯
根
形
成
異
常
、
歯し

ず
い髄
腔く

う
き
ょ
う
さ
く

狭
窄
な

ど
の
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が
50

％
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

５
歯
の
外
傷
の
救
急
処
置

○
歯
牙
破
折
し
た
時
の
歯
折
片
、
も

し
く
は
、
脱
臼
し
た
歯
牙
は
捨
て

な
い
で
、
歯
科
医
院
へ
持
参
し
ま

す
。
そ
の
際
、
生
理
食
塩
水
に
つ

け
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。
生
理

食
塩
水
が
無
い
と
き
は
、
牛
乳
、

自
分
の
唾だ

液え
き

に
つ
け
て
保
存
し
ま

す
。

○
脱
臼
し
た
歯
の
歯
根
に
は
、
歯し

こ
ん根

膜ま
く

と
い
う
組
織
が
付
い
て
お
り
、

こ
れ
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の

で
、
抜
け
た
歯
は
ご
し
ご
し
こ
す

ら
ず
、
そ
の
ま
ま
保
存
液
（
生
理

食
塩
水
等
）
に
漬
け
て
歯
科
医
院

に
持
参
し
ま
す
。

○
出
血
の
処
置
は
、
清
潔
な
ガ
ー
ゼ

等
で
タ
ン
ポ
ン
を
作
り
、
咬か

ま
せ

た
ま
ま
歯
科
医
院
へ
行
き
ま
す
。

○
時
間
と
の
戦
い
で
す
。
脱
臼
し
て

か
ら
再
植
す
る
ま
で
の
時
間
が
重

要
で
す
。
脱
臼
し
て
か
ら
30
分
以

内
に
再
植
す
る
と
90
％
の
成
功
率

が
で
ま
す
が
、
30
分
を
超
え
る
と

50
％
に
ま
で
落
ち
る
た
め
、
で
き

る
だ
け
早
く
歯
科
医
院
に
行
く
事

が
大
事
で
す
。

６
歯
の
外
傷
治
療
後
の
予
後

○
歯
冠
破
折　

ほ
ぼ
良
好
な
予
後
を

呈
し
ま
す
。

○
歯
根
破
折　

経
過
観
察
を
必
要
と

し
ま
す
。
抜
歯
に
至
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

○
不
完
全
脱
臼　

ほ
ぼ
良
好
な
予
後

を
呈
し
ま
す
。
経
過
観
察
を
必
要

と
し
ま
す
。

○
完
全
脱
臼　

初
診
時
ま
で
の
救
急

処
置
に
よ
り
、
予
後
が
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。
再
植
後
、
十
分
な
経

過
観
察
を
必
要
と
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
歯
の
外
傷
に
関
し
て

は
、
現
場
で
の
救
急
処
置
、
歯
科
医

院
に
行
く
ま
で
の
時
間
等
に
よ
り
予

後
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、

日
ご
ろ
か
ら
、
歯
の
外
傷
の
救
急
処

置
の
方
法
等
を
目
の
付
く
所
に
置
い

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
生
理
食

塩
水
を
１
本
、
家
庭
・
幼
稚
園
・
保

育
園
・
学
校
・
施
設
等
に
は
常
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

歯の外傷　

３４

１２

５

６
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